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介護保険制度がかわります

介護保険制度がかわります
平成 27 年度の介護保険制度改正のポイント

  高齢者が住み慣れた地域で生活を続けられるように、介護・医療・生活支援・介護予防を充実させ

ます。所得が低い方の保険料の軽減割合を大きくし、その財源に公費をあてます。その一方で、一定

以上の所得のある方の利用料率などが上がります。（下記は 2 月末現在の情報です。内容が変更にな

る場合があります。） 【問合せ】長寿社会推進課（☎ 483-8251）

介護保険サービスを利用した際の利用者負担が
かわります
  介護報酬改定にともない、介護保険サービスを利用し

たときに支払う金額が変更されました。詳しくは年に 2

回（7 月・12 月）送付する「給付のお知らせ」でご確

認ください。

介護保険料がかわります
  泉南市第 6 期介護保険事業計画（3 ページ参照）が策

定され、第 1 号被保険者（65 歳以上の人）が支払う介

護保険料の額が改定されました。所得段階をさらにきめ

細かに設定し、所得の低い方については、公費により介

護保険料を軽減しています（軽減後の額で通知します）。

一定所得以上の方は、介護サービスを利用する際の自己

負担割合がかわります（8 月から）

   本人の合計所得金額 160 万円以上の方は、自己負担

が 2 割になります。ただし、年金収入とその他の合計

所得金額の合計が単身で 280 万円未満、65 歳以上の方

が 2 人以上いる世帯で 346 万円未満の方は、1 割負担

のままです。

▽高額介護サービス費（下記参照）の支給による負担

上限がありますので、2 割負担対象者の全員の負担が 2

倍になることはありません。

▽介護認定を受けている方について、7 月下旬までに「介

護保険負担割合証」を送付する予定です。

高額介護サービス費の限度額の一部がかわります

（8 月から）

  高額介護サービス費とは、1 か月ごとの利用者負担が

限度額を超えたときに、申請によりその超えた額につ

いて払い戻しを受けられる制度です。医療保険制度の

「現役並み所得」に相当する方は、この限度額が、月額

37,200 円から 44,400 円に引き上げられます。その他

の方については据え置きです。

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の入所基準が

かわります

   介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）に新規に入

所できるのは、原則として要介護 3 以上の方になります。

現在、既に入所している方には適用されません。入所後

に要介護度が改善しても引き続き入所できます。また、

要介護 1・2 の方も、定められた要件を満たせば、入所

が認められる場合があります。

特定入所者介護サービス費の支給条件がかわります

（8 月から）

  特定入所者介護サービス費とは、施設サービスを受け

ている方のうち、所得の低い方について、居住費と食費

に自己負担の上限額を設け、超えた分は介護保険から直

接施設等に支払われる制度です。この対象者となる条件

が変更されます。

▽住民票上の世帯が異なる配偶者の所得も判断材料とし

ます。

▽預貯金等が単身 1,000 万円以下、夫婦で 2,000 万円

以下であることを新たに判断材料とします。

▽非課税年金（遺族年金・障害年金）を収入として算定

します（平成 28 年 8 月から）。

平成 27 年 8 月～
 所得

（基礎控除後の総所得金額等）
70 歳未満の人

平成 26 年 8 月～
平成 27 年 7 月

901 万円超
600 万円超 901 万円以下
210 万円超 600 万円以下
210 万円以下
住民税世帯非課税

176 万円
135 万円

67 万円
63 万円
34 万円

212 万円
141 万円

67 万円
60 万円
34 万円

高額医療・高額介護合算制度の負担限度額（年額／８月～翌年７月）70 歳未満の方の高額医療・高額介護合算

制度の限度額がかわります（8 月から）

　高額医療・高額介護合算制度とは、年間

の高額介護サービス費と医療費の自己負担

（他のサービスの限度額適用後の自己負担）

が一定の限度額を超えたときに、申請によ

り超えた分が支給される制度です。
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泉南市第６期高齢者保健福祉計画
（老人福祉計画・介護保険事業計
画）が策定されました

　また、今後必要とされる介護サービスを見込み、第 6 期の

第 1 号被保険者（65 歳以上の方）介護保険料を決定しました。

第 6 期の新しい基準額に基づいた今年度の個人の介護保険料に

つきましては、7 月中旬ごろに通知します。

▼介護保険料を 1 年以上滞納すると、保険給付を受けるときに

制約を受ける場合があります。また、生活に困っている方（非

課税世帯で生活保護に準ずる状況にある方）を対象に減額規定

がありますので、ご相談ください。

認知症施策の全体像と地域包括ケア体制構築のためのロードマップ

泉南市第６期高齢者保健福祉計画（老人福祉計画・介護保険事業計画）が

策定されました（計画期間：平成 27 年度～ 29 年度）

　現在の本市は、高齢化がますます進むうえ、ひとり暮らし高齢者や高齢者夫婦のみの世帯、認知症高齢者はさらに増

加することが予測されています。市民一人ひとりが介護を自らの問題としてとらえ、地域をあげて取り組みを進めてい

くことにより、支えあい、ともに幸せに生きることができる「泉南市らしい地域包括ケアシステム」を築くための中長

期的な視点に立った計画として作成しました。 【問合せ】長寿社会推進課（☎ 483-8251）

              顔の見える関係づくり

　在宅高齢者を支える医療・介護の充実をめざし、

医療・介護の連携の推進や多職種連携による情報

共有・チームケアを推進します。

 認知症ケア＝地域包括ケア

    地域福祉力の再生

　　　　自助・互助の地域づくり

　地域に存在する「自助・互助・共助・公助」の

役割分担をふまえたうえで、地域住民一人ひとり

が互助の担い手として、地域住民による地域住民

のための「地域福祉力の再生」を推進します。

　　　　  　「高齢者に届く」
　　　　地域包括ケアシステム

　介護支援専門員と、それを支援・コーディネー

トする地域包括支援センターを中心としたネット

ワークの構築を進め、医療・介護・予防・生活支

援や権利擁護・住まい等についての情報が集約さ

れ、高齢者一人ひとりのライフステージに合致し

たサービスが届く仕組みづくりをめざします。

認
知
症
施
策
に
関
す
る
各
種
取
り
組
み
の
推
進

WAO( 輪を ) ！ SENNAN の実現

地域包括ケア体制の構築
「地域福祉力の再生」の拡大

地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築
（
２
０
２
５
年
〜
）
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２
月
23
日
、
本
市
と
泉
南
市

区
長
連
絡
協
議
会
は
、
大
阪
府

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
泉
州
支

部
お
よ
び
公
益
社
団
法
人
全
日

本
不
動
産
協
会
大
阪
府
本
部
大

阪
南
支
部
と
「
泉
南
市
に
お
け

る
区
・
自
治
会
へ
の
加
入
促
進

に
関
す
る
協
定
」
を
そ
れ
ぞ
れ

締
結
し
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
区
・
自
治
会
で
の

活
動
や
近
所
付
き
合
い
は
防
犯
、

防
災
に
つ
な
が
り
、
生
活
に
安

全
と
安
心
を
与
え
て
く
れ
る
と

と
も
に
、
地
域
の
問
題
の
解
決

や
住
民
の
交
流
が
生
ま
れ
、
住

み
よ
い
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
が

で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
少

子
高
齢
化
・
核
家
族
化
の
進
行

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が
り

が
希
薄
に
な
り
、
区
・
自
治
会
へ

の
加
入
率
が
低
下
し
て
き
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
協
定
を
締
結
す

る
こ
と
に
よ
り
、
区
・
自
治
会
へ

の
加
入
案
内
チ
ラ
シ
の
配
布
や

区
・
自
治
会
へ
の
加
入
の
働
き
か

け
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
今

後
、
区
・
自
治
会
へ
の
加
入
促
進

に
連
携
、
協
力
し
て
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

【
問
合
せ
】
政
策
推
進
課

　
　
　
　
（
☎ 

483
・
0
0
0
4
）

区
・
自
治
会
へ
の
加
入
促
進
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

本
市
に
住
所
が
あ
り
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
持
す
る
（
申
請
中

を
含
む
）
聴
覚
障
害
者
の
方
や
、

聴
覚
障
害
者
と
意
思
疎
通
を
図
ろ

う
と
す
る
方
は
、
要
約
筆
記
者
の

派
遣
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
直
接
窓
口

か
F
A
X
で
派
遣
を
希
望
す
る

日
の
7
日
前
ま
で
に
要
約
筆
記
者

派
遣
申
請
書
（
窓
口
で
配
布
）
を

障
害
福
祉
課
（
☎
483
・
8
2
5
2

／
FAX
　

480
・
2
1
3
4
） 

へ

　

こ
の
た
び
、
岡
中
区
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

を
活
用
し
、
郷
土
文
化
の
継
承
、

地
域
住
民
の
親
睦
と
交
流
お
よ

び
地
域
の
振
興
・
活
性
化
を
図
る
た

め
、「
や
ぐ
ら
の
コ
マ
」
を
宝
く
じ

の
助
成
金
で
新
調
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
政
策
推
進
課

                  （
☎
483
・
0
0
0
4
）

　

子
ど
も
の
保
健
の
向
上
お
よ
び

子
育
て
家
庭
の
支
援
の
た
め
、
平

成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
通
院
に

係
る
医
療
費
の
一
部
負
担
金
助
成

対
象
範
囲
を
小
学
4
年
生
ま
で
に

拡
大
し
ま
す
。
医
療
証
は
3
月
下

旬
に
送
付
し
ま
し
た
が
、
申
請
が

お
済
み
で
な
い
方
や
転
入
等
に
よ

り
医
療
証
が
届
い
て
い
な
い
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

障
害
者
医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
、
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
生
活
福
祉
課

　
　
　
　
　
（
☎
483
・
3
4
7
4
）

　

年
間
約
18
万
件
、
月
間
１
万
数

千
件
も
市
内
外
か
ら
ご
訪
問
い
た

だ
く
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
も
ち
ろ

ん
、
サ
イ
ト
内
の
ご
希
望
の
ペ
ー

ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載
い
た
し

ま
す
。

【
掲
載
料
】
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
1

か
月
間
1
万
円
、
そ
の
他
の
ペ
ー

ジ
は
1
か
月
間
8
0
0
0
円
。

複
数
月
継
続
割
引
も
あ
り
ま
す
。

広
告
の
規
格
や
手
続
き
な
ど
詳
し

く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い

【
詳
細
サ
イ
ト
】http://w

w
w

.
city.sennan.osaka.jp/

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
→
バ
ナ
ー
広
告
募
集
中

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

　
　
　
　
　
（
☎
483
・
0
0
0
2
） 

要
約
筆
記
者
派
遣
事
業
が

始
ま
り
ま
す

平
成
26
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
実
施

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業
を

拡
充
し
ま
す

泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
広
告

（
有
料
）を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　

本
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
さ
わ
や
か
バ
ス
」
車
内
の
、

広
告
掲
載
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

　

詳
細
は

お
問
合
わ

せ
い
た
だ

く
か
、
市

ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】
環
境
整
備
課

（
☎
483
・
９
８
７
１
）

さ
わ
や
か
バ
ス
の
車
内
広
告

募
集
中

Topics
新着ニュース
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新着ニュース

Topics                 泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

　
　

平
成
26
年
11
月
22
日
に
開
催

さ
れ
た
「
第
8
回
J
K
J
O
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
選
手
権
大
会
」

に
お
い
て
本
市
よ
り
3
名
が
入
賞

し
、
竹
中
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

　

入
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

右
か
ら
、
泉
南
中
学
校
3
年
生
・

城じ
ょ
う
の野
玲れ
い
な奈
さ
ん
（
準
優
勝
）、
雄

信
小
学
校
5
年
生
・
中な
か
む
ら村
凌り
ょ
うさ
ん

（
準
優
勝
）、
樽
井
小
学
校
6
年
生
・

金か
な
も
り森
悠ゆ
う
せ
い成
さ
ん
（
3
位
）

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
2
5
8
3
）

「
第
8
回
J
K
J
O
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
空
手
選
手
権
大
会
」
入
賞
！

　

平
成
26
年
度
泉
南
市
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

金
の
申
請
者
は
91
名
で
、
２
月
6

日
に
公
開
抽
選
が
行
わ
れ
、
52
名

の
方
に
交
付
が
決
定
し
ま
し
た
。

当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
今
回
の
公
開
抽
選
会
に

は
、
8
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

【
当
選
者
番
号
】
３
、４
、
5
、

７
、８
、
13
、
14
、
15
、
17
、
18
、

19
、
23
、
24
、
25
、
27
、
28
、

33
、
34
、
35
、
37
、
38
、
39
、

43
、
44
、
45
、
47
、
48
、
49
、

53
、
54
、
55
、
57
、
58
、
59
、

63
、
64
、
65
、
67
、
68
、
69
、

73
、
74
、
75
、
77
、
78
、
79
、

83
、
84
、
85
、
87
、
88
、
89

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
→
暮
ら
し
・
環
境
→
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
の
一

部
補
助
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】
環
境
整
備
課

（
☎
483
・
９
８
７
１
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
申
請
の
抽
選
結
果

                                                         

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
で
、
お
困

り
の
こ
と
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
各
校
区
担
当
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

【
砂
川
校
区
】
道ど

う
ば場
和か
ず
こ子
さ
ん

（
☎
483
・
３
０
７
３
）

【
一
丘
校
区
】
天て

ん
ま満
た
か
美み

さ
ん

（
☎
482
・
５
０
４
７
） 

【
信
達
校
区
】
北き
た
む
ら村
安あ

さ

こ
佐
子
さ
ん

（
☎
483
・
６
６
６
３
）

【
雄
信
達
校
区
】
道ど
う
り利
佳よ
し
こ子
さ
ん

（
☎
090
・
6
6
0
8
・
6
8
0
4
）

【
西
信
達
校
区
】
土つ
ち
は
ら原
千ち
あ
き秋
さ
ん

                 （
☎
483
・
３
３
４
０
）

【
東
信
達
校
区
】
井い
の
う
え上
ケ
イ
子こ

さ
ん

　

      　

 　
（
☎
483
・
７
０
１
６
） 

【
樽
井
校
区
】
平
ひ
ら
ば
や
し林
順じ
ゅ
ん
こ子
さ
ん

（
☎
483
・
１
３
８
７
）

【
新
家
校
区
】
道ど
う
り利
と
し
子こ

さ
ん

（
☎
474
・
７
５
３
８
）

【
新
家
東
校
区
】
西に

し
い井
美み

よ

こ
代
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
☎
483
・
４
３
３
６
） 

【
鳴
滝
校
区
】
松ま
つ
の野
尚な
お
こ子
さ
ん

（
☎
090
・
９
５
４
７
・
０
５
３
８
）

　
　
　
　

松ま
つ
だ田
京き
ょ
う
こ子
さ
ん

（
☎
482
・
1
4
6
1
）

【
問
合
せ
】
母
子
寡
婦
福
祉
会

会
長
・
滝た
き
も
と本

（
☎
090
・
2
7
0
2
・
3
9
1
7
）

本
市
内
各
校
区
の

大
阪
府
母
子
福
祉
推
進
委
員

　

救
急
救
命
士
法
施
行
規
則
が

改
正
さ
れ
泉
州
地
域
で
は
、
4
月

1
日
か
ら
救
急
現
場
や
救
急
車

内
で
次
の
2
項
目
の
救
急
救
命

処
置
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

①
血
糖
測
定
と
低
血
糖
発
作
症
例

へ
の
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
の
投
与

　

15
歳
以
上
の
糖
尿
病
治
療
中
、

あ
る
い
は
低
血
糖
発
作
の
既
往

が
あ
る
、
ま
た
は
低
血
糖
症
状
と

し
て
の
冷
汗
や
動
悸
が
認
め
ら

れ
る
患
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
シ
ョ
ッ
ク
状
態
の
患
者
へ
の

点
滴

　

血
圧
が
低
下
し
て
お
り
、
心
臓

が
停
止
す
る
危
険
性
が
あ
る
シ
ョ
ッ

ク
状
態
の
患
者
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

今
回
の
救
命
処
置
は
、
所
定
の

知
識
を
習
得
し
、
認
定
を
受
け
た

救
急
救
命
士
に
の
み
認
め
ら
れ
た

行
為
で
あ
り
、
す
べ
て
の
救
急
救

命
士
に
認
め
ら
れ
た
行
為
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
処
置
に
は
一

定
の
時
間
を
要
す
る
た
め
、
病
院

到
着
ま
で
の
時
間
が
若
干
延
長
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
処
置
は
患
者

本
人
の
同
意
ま
た
は
家
族
等
の
同

意
の
も
と
行
わ
れ
る
も
の
で
、
同

意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
救
急
搬
送
を
実

施
し
ま
す
。

【
詳
細
サ
イ
ト
】http://w

w
w

.
senshu-m

inam
i119.jp/

【
問
合
せ
】
泉
州
南
広
域
消
防
本

部
警
備
課
（
☎ 

469
・
０
１
１
９
／

FAX
・

460
・
２
１
１
９
）

▼ 

火
災
・
救
急
・
救
助

　

 　
（
局
番
な
し
☎
1
1
9
番
）

▼ 

携
帯
電
話

　
　

 

（
局
番
な
し
☎
1
1
9
番
）

▼ 

医
療
機
関
照
会
・
救
急
医
療

相
談
は
「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

お
お
さ
か
」

○
携
帯
電
話
・
プ
ッ
シ
ュ
回
線

　
　
　
　

  　
（
☎
＃
7
1
1
9
）

○
I
P
電
話
・
ダ
イ
ヤ
ル
回
線

（
☎
06
・
6
5
8
2
・
7
1
1
9
）

救
急
救
命
処
置
の
範
囲
が

広
が
り
ま
し
た
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★
問
合
せ　

生
活
福
祉
課

（
☎
483
・
３
４
７
２
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
福
祉
・
健
康

児
童
手
当
制
度

　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
（
所
得
制
限
あ
り
）。 

【
手
当
の
額
（
月
額
）】

▽
３
歳
未
満
／
１
万
５
千
円

▽
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
／
１
万

円
（
第
３
子
以
降
は
１
万
５
千
円
）

▽
中
学
生
／
１
万
円

▽
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
方
／
一

律
５
千
円 

【
支
給
時
期
】
毎
年
６
月
、
10
月
、

２
月
（
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
の

手
当
を
支
給
） 

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】
▽
印
鑑

（
朱
肉
を
使
う
も
の
）
▽
請
求
者
（
家

庭
に
お
け
る
生
計
の
中
心
者
）
名
義

の
銀
行
等
の
通
帳
▽
請
求
者
の
健
康

保
険
証
の
写
し
▽
平
成
27
年
５
月
以

降
認
定
請
求
を
す
る
方
で
平
成
27
年

１
月
１
日
に
本
市
に
住
民
登
録
の
な

か
っ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
市
区
町

村
が
発
行
す
る
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書
（
平
成
26
年
分
） 

　

こ
の
他
に
も
必
要
に
応
じ
て
書
類

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
請

求
し
て
く
だ
さ
い
） 

【
受
給
中
の
方
の
手
続
き
】
次
の

①
～
⑦
に
該
当
す
る
場
合
は
速
や
か

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い 

①
出
生
等
に
よ
り
養
育
す
る
児
童
が

増
え
た
と
き 

②
児
童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
支
給
対
象
と
な
る
児

童
が
い
な
く
な
っ
た
と
き 

③
受
給
者
の
住
所
が
他
市
区
町
村
に

変
わ
っ
た
と
き 

④
児
童
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き 

⑤
受
給
者
、
児
童
の
氏
名
が
変
わ
っ

た
と
き 

⑥
受
給
者
が
公
務
員
と
な
っ
た
と
き 

⑦
手
当
の
振
込
口
座
を
変
更
し
た
い

と
き 

▼
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
受
給
で
き

る
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
や
、
手
当
を
返
還
し
て
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
申
請
は
、
出
生
や
転
入

か
ら
15
日
以
内
に
し
て
く
だ
さ
い 

児
童
扶
養
手
当
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定
と

自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
児
童
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

【
支
給
対
象
】
次
の
い
ず
れ
か
の
条

件
に
あ
て
は
ま
る
児
童
を
、
監
督
保

護
し
て
い
る
母
ま
た
は
母
に
か
わ
っ

て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
養
育
者
、

も
し
く
は
、
児
童
を
監
督
保
護
し
、

か
つ
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
父
ま

た
は
父
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し

て
い
る
養
育
者

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年

以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
１
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
し

た
児
童

　

た
だ
し
、①
～
⑧
に
該
当
し
て
も
、

受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

【
手
当
の
額
（
月
額
）】
請
求
者
ま
た

は
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
前

年
（
１
月
～
６
月
の
請
求
に
つ
い
て

は
前
々
年
）
の
所
得
に
よ
っ
て
、
全

部
支
給
（
４
万
2
千
円
）
一
部
支

給
（
４
万
１
9

１

9
０
円
～
９
9

８

1
０

円
）、
全
部
停
止
が
決
ま
り
ま
す

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

20
歳
未
満
で
政
令
に
規
定
す
る
障

が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童
を
養
育
し

て
い
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に
か
わ

っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
手
当
を
受
給
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

【
手
当
の
額
（
月
額
）】
手
当
の
額
は
、

児
童
の
障
が
い
の
程
度
に
応
じ
て
決

ま
り
ま
す
。

▽
１
級
（
重
度
の
障
が
い
）
は
１
人

に
つ
き
５
万

０

1
０

1
５

0
０
円
▽
２
級

（
中
程
度
の
障
が
い
）
は
１
人
に
つ

き
３
万
4

３
３

0
３
０
円
。
た
だ
し
、
請

求
者
ま
た
は
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義

務
者
の
前
年
（
１
月
～
６
月
の
請
求

に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一

定
以
上
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

【
手
続
き
】
事
前
に
生
活
福
祉
課
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
に
自
立
の
た
め

の
費
用
を
支
給
し
ま
す

　　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
自
主
的
に

行
う
職
業
能
力
の
開
発
を
推
進
す
る

た
め
、
就
業
相
談
を
通
じ
て
指
定
し

た
講
座
を
受
講
す
る
方
に
、
❶
自
立

支
援
教
育
訓
練
給
付
金
、
❷
高
等
技

能
訓
練
促
進
費
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
で
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
、
ま
た
は
同
様
の
所
得
水
準
に
あ

る
方  

【
❶
を
受
け
る
場
合
】
受
講
期
間
が

１
年
以
内
で
、
養
成
機
関
で
の
修
業

開
始
１
か
月
前
ま
で
に
事
前
相
談
が

必
要
で
す

【
❷
を
受
け
る
場
合
】
看
護
師
、
准

看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
保
育
士
、

作
業
療
法
士
等
養
成
機
関
に
入
学
す

る
ま
で
に
事
前
相
談
が
必
要
で
す

（
入
学
後
の
相
談
は
来
年
度
申
請
）。

募
集
人
数
は
若
干
名
。
４
月
30
日
㈭

締
切 

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

す
な
が
わ
ひ
ろ
ば
（
仮
称
）
を
開
催

　

泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
砂

川
地
区
福
祉
委
員
会
で
は
、
障
が
い

児
や
発
達
の
気
に
な
る
未
就
園
児
の

親
子
同
士
の
交
流
や
居
場
所
づ
く
り

の
提
供
を
目
的
と
し
て
4
月
か
ら
サ

ロ
ン
を
は
じ
め
ま
す
。
子
ど
も
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
子
ど
も
に

関
す
る
相
談
等
も
で
き
ま
す
。
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】
4
月
28
日
㈫
午
後
1
時
30

分
～
3
時

【
と
こ
ろ
】
砂
川
老
人
集
会
場

【
対
象
】
市
内
在
住
の
障
が
い
児
や

発
達
の
気
に
な
る
未
就
園
児
の
親
子

【
参
加
費
・
申
込
み
】
不
要

【
そ
の
他
】　

お
や
つ
の
用
意
あ
り

（
た
だ
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
な
し
）

【
問
合
せ
】
泉
南
市
社
会
福
祉
協
議

会　
　
　
（
☎
482
・
1
0
2
7
）

2
●
福
祉 4
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

第
19
回
市
民
公
開
健
康
講
座

　

済
生
会
新
泉
南
病
院
は
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
疾
病
予
防
や
健
康
増
進
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
、「
ガ
ン

か
ら
守
る
」
を
テ
ー
マ
に
分
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。

【
と
き
】
５
月
28
日
㈭
午
後
2
時
～

4
時
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

【
と
こ
ろ
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く

う
泉
南
2
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

【
内
容
・
講
師
】
▽
講
演
1
「
目
か

ら
う
ろ
こ
？
最
近
の
胃
・
大
腸
カ

メ
ラ
の
実
際
に
つ
い
て
」（
済
生
会

新
泉
南
病
院
循
環
器
科
科
長
・
葭よ

し
か
わ川

明あ
き
よ
し義
さ
ん
）

▽
講
演
2
「
子し
き
ゅ
う
け
い

宮
頸
が
ん
を
予
防
し

よ
う
～
女
性
の
健
康
を
守
る
～
」（
和

歌
山
県
立
医
科
大
学
産
科
婦
人
科
学

講
座
教
授
・
井い
の
う箟
一か
ず
ひ
こ彦
さ
ん
）

【
定
員
】
180
名

【
参
加
費
】
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

【
詳
細
サ
イ
ト
】http://w

w
w

.
saiseikaisennan.jp/

【
申
込
み
】
ハ
ガ
キ
か
F
A
X
、

E
メ
ー
ル
で
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
〒
5
9
0

3

・

0
5
3
5
泉
南
市
り
ん
く
う
南
浜

3
・
7
済
生
会
新
泉
南
病
院
「
市

民
公
開
健
康
講
座
」
係
（
FAX

　

485
・

0
2
7
0
／e-m

ail:kouza19@
saiseikaisennan.jp

）
へ
。

5
月
15
日
㈮
締
切

【
問
合
せ
】
済
生
会
新
泉
南
病
院
「
市

民
公
開
健
康
講
座
」
係
（
☎
480
・

5
6
1
1
／
月
～
土
：
午
前
9
時

～
午
後
5
時
）

★
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
482
・
７
６
１
５
）

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診　

【
と
き
】
5
月
14
日
㈭
、
29
日
㈮
、　

6
月
11
日
㈭
、
12
日
㈮
、
7
月
21
日

㈫
、 

30
日
㈭
、
8
月
17
日
㈪
、
21
日

㈮
、
9
月
10
日
㈭
、
28
日
㈪　

【
と
こ
ろ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
40
歳
以
上
の
市
民
（
胃
が

ん
検
診
は
妊
娠
中
の
方
を
除
く
）

【
内
容
】
胃
が
ん
検
診
／
胃
部
Ｘ
線

間
接
撮
影
、
大
腸
が
ん
検
診
／
便
潜

血
検
査
２
日
法

【
定
員
】
各
50
名
（
申
込
順
）

【
費
用
】
胃
が
ん
検
診
（
800
円
）
大

腸
が
ん
検
診
（
無
料
）（
70
歳
以
上

の
方
は
無
料
。
70
歳
未
満
の
生
活
保

護
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
申

込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。「
健

康
診
査
等
一
部
負
担
徴
収
免
除
証
明

書
」
を
発
行
し
ま
す
）

【
携
行
品
】
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
当
日
発
行
）

【
そ
の
他
】
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検

診
は
で
き
る
だ
け
セ
ッ
ト
で
お
受
け

く
だ
さ
い
。
現
在
治
療
中
ま
た
は
経

過
観
察
中
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
申
込
み
】
4
月
15
日
㈬
以
降
に
電

話
か
直
接
保
健

セ
ン
タ
ー
窓
口

へ

  　　泉南市の民生委員・児童委員 

　福祉および児童に関することは、民生委員・児童委員並
びに主任児童委員（順不同・敬省略）にお気軽にご相談く
ださい。民生委員児童委員、主任児童委員の任期は、平成
28 年 11 月 30 日までです。各地区内における担当の民生
委員児童委員は、生活福祉課までお問合せください。

【新家地区】辻
つじ

二
ふ み よ

美代、奥
お く だ

田八
や よ こ

代子、木
き そ

曽巳
み ち こ

智子、奥
お く だ

田浩
こういち

一、
文
ぶ ん こ

庫初
は つ よ

代、道
ど う り

利正
ま さ お

男、瀧
たきもと

本協
や す よ

代、杉
すぎもと

本昇
のぼる

、西
にしうら

浦喜
き よ し

代司、
中
な か や

谷敬
け い じ ろ う

二郎、中
なかすじ

筋恒
つ ね お

夫、岡
お か だ

田皓
つぐよし

好、山
やまもと

本忠
ただみつ

光、今
いまむら

村聖
しょうじ

司、
杉
すぎうら

浦明
としふみ

文、宮
みやがわ

川利
と し お

雄、宅
たくかわ

川美
み え こ

恵子、大
おおぼり

堀保
や す こ

子、角
か ど た

田道
み ち こ

子
【信達地区】向

む か い

井清
きよまさ

政、柿
かきはな

花成
し げ こ

子、岡
おかやま

山功
いさお

、小
こ い で

出三
み ち よ

千代、　
磯
い そ だ

田信
の ぶ こ

子、中
な か つ

津捷
と し お

男、梅
うめもと

本久
ひ さ よ

代、山
や ま だ

田勝
か つ み

美、冨
ふ じ

士和
か ず こ

子、
南

みなみ

久
ひ さ じ

治、上
かんばやし

林芳
よ し お

雄、足
あ だ ち

立洋
よ う こ

子、山
やました

下郁
い く お

夫、大
お お た

田晃
あ き お

男、
竹
たけしま

島早
さ な え

苗、皆
み な み

見修
しゅうさく

作、太
た い さ

佐初
は つ よ

代、河
か わ じ

地都
と し こ

志子、岸
き し の

野吉
よ し み

美、
石
いしづか

塚博
ひろし

、大
おおたに

谷靜
し ず え

江、梶
かじもと

本幸
さ ち こ

子、北
きたむら

村敏
さとし

、小
お い

井米
よねぞう

造、奥
お く の

野正
まさあき

章、
角
つのおか

岡淳
あ つ こ

子、矢
や の

野みはる、梶
かじもと

本珠
た ま よ

代、福
ふくもと

本博
ひろゆき

之、鍛
か じ

治紀
の り こ

子、
岩
いわもと

本喜
よしかず

一、上
う え の

野妙
みょうこ

子、古
ふ る や

谷克
か つ よ

代、大
おおうら

浦敏
と し き

紀、宮
みやした

下秀
ひ で こ

子

【雄信達地区】竹
たけなか

中智
ち づ よ

受代、金
か な た

田千
ち か こ

賀子、金
か な た

田茂
し げ ゆ き

有紀、
細
ほ そ い

井保
たもつ

、嘉
か ど

戸幸
ゆ き こ

子、石
い し の

野和
か ず こ

子、居
い む ら

村幸
こ う じ

次、橋
は し の

野節
せ つ こ

子、
源

みなもと

次
じ ろ う

郎、辻
つ じ い

井慶
け い こ

子、石
いしばし

橋英
え い こ

子、田
た な か

中年
と し み

美、向
む か い

井正
しょうじ

次、
北
きた

紀
の り お

夫
【樽井地区】布

ふ と う

藤禧
よしてる

輝、中
なかじま

島公
きみひろ

洋、服
はっとり

部光
み つ お

雄、藤
ふじさわ

澤和
か ず み

美、
彦
ひ こ の

野紀
き く こ

久子、上
かみやま

山忠
ただし

、中
な か お

尾ひとみ、丸
まるたに

谷眞
し ん じ

司、徳
と く だ

田陽
よ う こ

子、
城
じょうの

野美
み ち こ

知子、淀
よ ど の

野繁
しげる

、田
た な か

中知
と も こ

子、吉
よしじま

嶋善
よしのぶ

信、東
ひがしの

野喜
き み よ

美代、
梶
かじもと

本ひな子
こ

【鳴滝地区】巴
は り

里和
かずとよ

豊、辻
つ じ の

野美
よ し お

男、土
ど い

井文
ふ み お

雄、廣
ひろおか

岡敦
あ つ こ

子、
東
ひがしの

野輝
て る お

雄、東
ひがしの

野つや子
こ

、馬
ば ば

場佐
さ よ こ

代子、新
し ん の

野功
こういち

一、薮
やぶうち

内美
み ち

智、
定
さ だ の

野きよゑ
え

、辻
つ じ の

野豊
と よ み

美、松
ま つ の

野 博
ひろし

【西信達地区】中
な か す が

須賀正
まさなお

直、荒
あ ら こ

子英
ひでのり

範、湊
みなと

久
ひさあき

晶、坂
さ か い

井淳
じゅんこ

子、
出
で ぐ ち

口勲
いさお

、尾
お ざ き

崎文
ふ み よ

代、大
お お や

家清
き よ み

美、太
た い さ

佐光
み つ こ

子、西
に し の

野武
たけかず

一、
田
た な か

中武
たけとし

俊、髙
たかはし

橋すみ子
こ

、東
あずま

佑
ゆうきち

吉、赤
あ か じ

路俊
としまさ

正、一
いちのみや

宮征
い く こ

子、
居
い ぐ ら

倉順
じゅんこ

子、角
す み の

野正
ま さ こ

子
【主任児童委員】西

にしざわ

澤敦
あ つ こ

子、片
かたおか

岡アサ子
こ

、河
かわなか

中晋
しんいち

一、
和
わ だ

田正
ま さ こ

子、久
く ぐ

具サチ子
こ

、徳
と く の

野弥
や よ い

生、小
こばやし

林ひかる
【問合せ】生活福祉課（☎ 483-3474）

【とき】5 月 13 日～平成 28 年 3 月 23 日（8

月 12 日、9 月 23 日、12 月 23 日、30 日を除く）

毎週水曜日、午後 7 時～ 9 時 

【ところ】泉南市役所（日により会議室が変わ

ります）

【対象】市内在住、在勤で初めて

手話を学習される方

【定員】20 名（多数の場合は抽選） 

【費用】3,000 円（テキスト代） 

【関連サイト】市ウェブサイト→福祉・健康→

福祉

【申込み・問合せ】往復ハガキか FAX で手話

講座受講希望、住所、氏名（ふりがな）、電話・

FAX 番号を明記の上、〒 590-0592（住所不

要）障害福祉課（☎ 483-8252 ／ FAX480-

2134）へ。4 月 30 日㈭必着

手話奉仕員養成講座

●
健
康

　

一一
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★
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
482
・
７
６
１
５
）

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
行
い
ま
す

【
と
き
・
と
こ
ろ
】
左
表
の
と
お
り

【
費
用
】
▽
予
防
接
種
3
2
5
0
円

（
注
射
料
金
２
7

６

0
０
円
・
注
射
済

票
交
付
手
数
料
550
円
）
▽
登
録
手
数

料
３
千
円

【
携
行
品
】
注
射
済
票
交
付
手
数
料

領
収
書
用
紙
（
3
月
中
旬
に
郵
送
し

て
い
ま
す
）

【
そ
の
他
】
▽
死
亡
・
変
更
の
受
付
、

鑑
札
の
再
交
付
も
行
い
ま
す
▽
大

雨
・
暴
風
警
報
発
表
時
は
中
止
・
開

始
時
間
が
遅
れ
る
等
の
場
合
が
あ
り

ま
す

【
関
連
サ
イ
ト
】 

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
福
祉
・
健
康
→
健
康

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種　

　

過
去
に
接
種
し
て
い
る
方
は
対
象

外
で
す
。

【
対
象
】
▽
平
成
27
年
度
に
各
年
齢

に
な
る
方

　

65
歳
（
昭
和
25
年
4
月
2
日
生
～

昭
和
26
年
4
月
1
日
生
）、70
歳
（
昭

和
20
年
4
月
2
日
生
～
昭
和
21
年
4

月
1
日
生
）、
75
歳
（
昭
和
15
年
4

月
2
日
生
～
昭
和
16
年
4
月
1
日

生
）、
80
歳
（
昭
和
10
年
4
月
2
日

生
～
昭
和
11
年
4
月
1
日
生
）、
85

歳
（
昭
和
5
年
4
月
2
日
生
～
昭
和

6
年
4
月
1
日
生
）、
90
歳
（
大
正

14
年
4
月
2
日
生
～
大
正
15
年
4
月

1
日
生
）、
95
歳
（
大
正
9
年
4
月

2
日
生
～
大
正
10
年
4
月
1
日
生
）、

100
歳
（
大
正
4
年
4
月
2
日
生
～
大

正
5
年
4
月
1
日
生
）

▽
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
者
で
あ
っ

て
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器

の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
が
い
を

有
す
る
方

【
回
数
】
1
人
1
回
限
り

【
期
間
】
4
月
1
日
㈬
～
平
成
28
年

3
月
31
日
㈭

【
費
用
】
4
0
0
0
円
（
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で

発
行
す
る
平
成
27
年
度
一
部
自
己
負

担
徴
収
免
除
証
明
書
、
生
活
保
護
世

帯
の
方
は
生
活
保
護
受
給
者
証
明
書

か
医
療
券
を
接
種
時
に
指
定
医
療
機

関
で
ご
提
示
す
る
と
無
料
）

【
携
行
品
】
健
康
保
険
証

【
申
込
み
】
指
定
医
療
機
関
（
広
報

せ
ん
な
ん
4
月
号
に
折
り
込
み
の

「
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
完
全
保
存

版
」
9
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
要
予
約

肺
が
ん
検
診（
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影
）

【
と
き
】5
月
29
日
㈮
、7
月
21
日
㈫
、

8
月
17
日
㈪
、
9
月
10
日
㈭
の
午
前

中【と
こ
ろ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
40
歳
以
上
の
市
民
（
妊
娠

中
の
方
は
除
く
）

【
内
容
】
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影
（
喫

煙
等
の
対
象
の
方
に
は
喀か

く
た
ん痰
検
査
）

【
定
員
】
各
100
名
（
申
込
順
）

【
費
用
】
400
円
（
喀
痰
検
査
は
無
料
。

70
歳
以
上
の
方
は
無
料
。
70
歳
未
満

の
生
活
保
護
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
申
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。「
健
康
診
査
一
部
負
担
徴
収

免
除
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
）

【
携
行
品
】
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
当
日
発
行
）

【
そ
の
他
】
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検

診
と
同
日
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
現
在
治
療
中
ま
た
は
経
過
観

察
中
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
申
込
み
】
4
月
15
日
㈬
以
降
に
電

話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

肺
が
ん
検
診（
ヘ
リ
カ
ル
C
T
撮
影
）

【
と
き
】
9
月
25
日
㈮

【
と
こ
ろ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
①
40
歳
以
上
で
、
6
か
月

以
内
に
血け

っ
た
ん痰
が
あ
っ
た
方　

②
40
歳

以
上
で
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
し
て
、
胸

部
の
健
康
状
態
に
不
安
が
あ
る
方　

③
50
歳
以
上
の
喫
煙
者
で
、
喫
煙
指

数
（
1
日
本
数
×
喫
煙
年
数
）
が
600

以
上
の
方　

④
50
歳
以
上
で
過
去
に

③
に
該
当
し
、
禁
煙
し
て
5
年
以

内
の
方

【
内
容
】
ヘ
リ
カ
ル
C
T
撮
影

【
定
員
】
30
名

【
費
用
】
400
円
（
喀
痰
検
査
は
無
料
。

70
歳
以
上
の
方
は
無
料
。
70
歳
未
満

の
生
活
保
護
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
申
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。「
健
康
診
査
一
部
負
担
徴
収

免
除
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
）

【
携
行
品
】
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
は
当
日
発
行
）

【
そ
の
他
】
現
在
治
療
中
ま
た
は
経

過
観
察
中
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
申
込
み
】
4
月
15
日
㈬
以
降
に
電

話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

心
臓
血
管
病
講
演
会

【
と
き
】
5
月
16
日
㈯
午
後
2
時
～

3
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
（
り
ん
く
う
教
育
研
修
棟
3

階
会
議
室
）

【
対
象
】
府
民

【
内
容
】「
余
生
を
健
康
に
過
ご
す
秘

訣
！
」
～
脈
拍
・
健
診
デ
ー
タ
か
ら

知
る
、
脳
卒
中
・
心
臓
血
管
病
の
危

険
度
と
予
防
法
」

【
講
師
】
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
附

属
病
院
循
環
器
内
科
教
授
・
赤あ

か
さ
か阪

隆た
か
し史
さ
ん

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
電
話
で
泉
佐

野
保
健
所
企
画
調
整
課
（
☎
462
・

7
7
0
2
）
へ
。
5
月
7
日
㈭
締
切

●
健
康

4/3㈮

4/6㈪

4/7㈫

4/9㈭

日程 　時間 ところ
10:00～10:45
11:00～11:30

13:30～14:00

14:10～14:40

14:50～15:10

男里老人集会場
馬場老人集会場

幡代老人集会場

岡中朝日山住宅入口

10:00～10:30

11:00～11:40

13:30～14:10

樽井小学校正門前

浜区民センター

樽井公民館

岡中老人集会場

10:00～10:30
10:45～11:30

13:30～14:30

14:45～15:15

渚団地公園

西信達公民館

10:00～10:30

10:45～11:30

兎田老人集会場

東和苑公園前

マーブルコースト2号公園

人権ふれあいセンター裏駐車場

4/10㈮

4/13㈪

4/19㈰

13:30～14:50
15:00～15:40

10:00～10:35

10:45～11:15

11:30～11:45

新家公民館
新家幸徳大橋北側

大苗代区民センター

市場敬老会館

13:30～14:00

14:15～14:30

14:45～15:15

図書館駐輪場

十二本松遙拝所

牧野公園

市場大発団地公園

9:45～10:00
10:20～11:30

13:30～14:30

14:40～15:10

新家八幡山団地入口

砂川老人集会場

10:00～12:00 保健センター
府警団地集会場

狂犬病予防注射日程表

金熊寺老人集会場
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平
成
27
年
度
（
平
成
26
年
分
収
入
）

の
所
得
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
加
入
者
な
ら
び
に
そ
の
世

帯
の
世
帯
主
の
方
は
、所
得
税
や
市
・

府
民
税
が
非
課
税
の
場
合
で
も
、
所

得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
未
申
告
の

場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
後

期
高
齢
者
保
険
料
の
軽
減
制
度
や
、

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
、
入
院
時

食
事
療
養
費
の
減
額
認
定
等
が
適
用

さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
収
入
が
障
害

年
金
や
、
遺
族
年
金
と
い
っ
た
非
課

税
収
入
の
み
の
方
も
申
告
が
必
要
で

す
。
そ
の
場
合
、
保
険
年
金
課
へ
簡

易
申
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
代
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

【
問
合
せ
】
保
険
年
金
課

国
保
担
当　
　
（
☎
483
・
３
４
３
１
）

後
期
高
齢
者
医
療
担
当

（
☎
483
・
３
４
５
５
）

国
保
に
加
入
の

70
歳
に
な
ら
れ
る
方
へ

　

70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方

は
、
誕
生
日
の
翌
月
の
１
日
か
ら
、

高
齢
受
給
者
と
し
て
診
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
１
日
生
ま
れ
の

方
は
誕
生
月
か
ら
）。
誕
生
月
（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
、誕
生
日
の
前
月
）

の
下
旬
に
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し

ま
す
。
な
お
、
一
部
負
担
金
の
特
例

措
置
の
見
直
し
に
よ
り
、
一
般
・
低

所
得
者
1
・
低
所
得
者
2
の
世
帯
に

属
す
る
方
は
医
療
機
関
で
の
窓
口
負

担
が
、
平
成
26
年
5
月
診
療
分
よ
り

2
割
負
担
に
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
昭
和
19
年
4
月
1
日
以
前
が
お
誕

生
日
の
方
は
、
75
歳
に
な
ら
れ
る
ま

で
、
窓
口
負
担
１
割
の
特
例
措
置
が

据
え
置
か
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
険
年
金
課
国
保
担
当

　
　
　
　
　
（
☎
483
・
３
４
３
１
）

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の

受
診
費
用
を
助
成
し
ま
す

　　

国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
が
、
指

定
医
療
機
関
に
お
い
て
受
診
し
た
場

合
に
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

な
お
、
助
成
対
象
と
な
る
方
は
、
人

間
ド
ッ
ク
は
30
歳
以
上
、
脳
ド
ッ
ク

は
40
歳
以
上
で
、
保
険
税
の
未
納
が

な
い
こ
と
な
ど
一
定
の
要
件
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
両
ド
ッ
ク
を
同
一
医

療
機
関
で
受
診
す
る
場
合
は
総
合
ド

ッ
ク
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

【
指
定
医
療
機
関
】
下
表
の
と
お
り

【
助
成
限
度
額
】
▽
人
間
ド
ッ
ク
／

2
万
５
千
円
▽
脳
ド
ッ
ク
／
2
万
円

▽
総
合
ド
ッ
ク
／
４
万
５
千
円

　

な
お
、
受
診
費
用
額
（
医
療
機
関

に
よ
り
金
額
が
違
い
ま
す
）
が
助
成

限
度
額
に
満
た
な
い
場
合
は
、
受
診

費
用
額
を
助
成
対
象
と
し
ま
す

【
受
付
期
間
】
４
月
１
日
㈬
～
翌
年

３
月
18
日
㈮
（
土
日
祝
を
除
く
）

【
受
診
期
間
】
４
月
10
日
㈮
～
翌
年

３
月
31
日
㈭

【
手
続
き
】
①
保
険
年
金
課
へ
助
成

申
請
（
指
定
医
療
機
関
の
中
か
ら
受

診
機
関
を
決
定
し
申
請
。
健
康
保
険

被
保
険
者
証
・
印
鑑
が
必
要
）
②
保

険
年
金
課
か
ら
助
成
券
を
送
付
③
ご

自
身
で
直
接
、
医
療
機
関
で
受
診
予

約
を
と
る
④
予
約
し
た
医

療
機
関
に
助
成
券
を
提
出

し
受
診
。
健
診
費
用
の
う

ち
、
助
成
額
を
差
し
引
い

た
金
額
を
支
払
う

【
注
意
】
▽
人
間
ド
ッ
ク

受
診
に
よ
り
、
40
歳
以
上

の
方
は
、「
特
定
健
康
診

査
」
の
受
診
と
み
な
し
ま

す
。
受
診
券
送
付
後
（
5

月
下
旬
）
に
人
間
ド
ッ
ク

受
診
の
申
請
を
す
る
際

は
、
特
定
健
診
の
「
受
診

券
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

▽
受
診
予
定
日
の
10
日
前

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
▽
指
定
医
療
機
関
で
受

診
し
た
場
合
の
み
を
助
成

の
対
象
と
し
ま
す
▽
受
診

の
際
に
必
ず
助
成
券
を
医

療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
▽
助
成
券
の
有
効
期

限
内
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い

※
阪
南
市
民
病
院
の
脳
ド
ッ
ク
は
、

人
間
ド
ッ
ク
と
セ
ッ
ト
の
場
合
（
総

合
ド
ッ
ク
）
の
み
受
診
可

【
問
合
せ
】
保
険
年
金
課

（
☎
483
・
３
４
３
３
）

とき ところ 対象 内容・その他

健康
相談

毎 月 第1 〜 4
金曜日
13 時 30 分〜
1 4時 3 0分 保健

センター
40 歳
以上の
市民

ご自分の健康に疑問や不安
がありましたら、いつでも
お気軽にご相談ください。
ただし、医師への相談は予
約が必要です。

栄養
相談

毎月第１〜３
金曜日
13 時〜
1 4時 3 0分

栄養士が個人のライフス
テージに応じた栄養に関す
る相談に乗ります。ただし、
事前に予約が必要です。

こころの
健康相談

随時受付。
電話予約要。

泉佐野保健所
（☎ 462-4600）

アルコール依存症・認知症
も含みます。無料。

医療に関
する相談

月〜金曜日　
9 時〜
1 5時 4 5分

泉佐野保健所
（☎ 462-7701）

医療に関する相談・苦情・利
用のアドバイスなど。無料。

肝炎ウイ
ルス検査

第 2 水曜日
9 時 3 0分 〜
10 時

泉佐野保健所
（☎ 462-7703） 事前予約が必要です。

HIV 即日
検査

第 1・3 月曜日
13 時〜 14 時

泉佐野保健所
（☎ 462-7703） 匿名可。無料。

風しん
抗体検査

第 1・3 月曜日
10 時〜 11 時

泉佐野保健所
（☎ 462-7703） 事前予約が必要です。無料。

献血

4 月 7 日 ㈫ 、
　     20 日㈪
10 時〜 12 時    
13 時〜
1 6時 3 0分

イオンモ
ールりん
くう泉南

大阪府内の当日と翌日の献血場所は
フリーダイヤル 0120-524-133 でご
案内しています。
問合せは泉南市献血推進協議会

（☎ 482-7615）

●
健
康
保
険

指定医療機関

新泉南病院
白井病院
泉南新家クリニック
中谷病院
野上病院

りんくう総合医療センター
りんくうタウンクリニック
岸和田徳洲会病院
ベルクリニック

所在地

泉南市りんくう南浜 3-7
泉南市新家 2776
泉南市新家 1801
泉南市新家 3469-1
泉南市樽井 1-2-5

泉佐野市りんくう往来北 2-23
泉佐野市りんくう往来北 1
岸和田市加守町 4-27-1
堺市堺区戎島町 4-45-1

電話番号

072-480-5622
072-482-2011
072-480-0008
072-482-7777
072-484-0007

072-469-3111
072-460-1100
072-445-9908
072-224-1717

 人間
ドック

○
×
○
○
○

○
○
○
○

 脳
ドック

×
○
×
×
○

堀病院 泉南市中小路 2-1860 072-482-1771 ○ ○
○
×
○

阪南市民病院 阪南市下出 17 072-471-3321 ○ ※
×
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

健
康
診
査
・
人
間
ド
ッ
ク
費
を
助
成

●
健
康
診
査

　被
保
険
者
の
方
々
に
、
健
康
診
査

受
診
券
を
４
月
下
旬
ご
ろ
に
送
付
し

ま
す
。（
年
度
途
中
に
75
歳
に
な
ら

れ
る
方
に
は
、
誕
生
月
の
翌
月
当
初

に
送
付
し
ま
す
）
受
診
券
が
届
い
た

ら
、
指
定
医
療
機
関
等
に
お
い
て
、

無
料
（
年
度
中
に
１
回
）
で
受
診
で

き
ま
す
。
受
診
の
際
は
、
事
前
に
医

療
機
関
等
に
連
絡
の
上
、
受
診
券
と

被
保
険
者
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
長
期
（
6
か
月
以
上
）

入
院
中
や
施
設
入
所
中
の
方
は
健
康

診
査
の
対
象
者
と
な
り
ま
せ
ん
。
退

院
・
退
所
な
ど
場
合
は
、
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

●
人
間
ド
ッ
ク

　費
用
の
助
成
を
受
け
る
に
は
、
保

険
年
金
課
に
必
要
書
類
を
持
参
の

上
、
申
請
が
必
要
で
す
。
助
成
を
受

け
ら
れ
る
の
は
年
度
中
１
回
で
、
上

限
は
２
万
６
千
円
で
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
①
人
間
ド

ッ
ク
の
領
収
書
②
人
間
ド
ッ
ク
検
査

結
果
通
知
書
等
③
被
保
険
者
証
④
口

座
情
報
の
わ
か
る
も
の
⑤
印
鑑

【
問
合
せ
】
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合

（
☎
06
・
４
７
９
０
・
2
0
3
1
）

保
険
年
金
課　
（
☎
483
・
３
４
５
５
）

●
健
康
保
険

平成 27 年度後期高齢者医療制度の保険料

　 保 険 料 率 は 2 年 ご と に 設
定しています。本年度は平成
２６年度と同じです。算定方
法は右表のとおりです。

【問合せ】保険年金課後期高齢
者医療担当（☎ 483-3455）

●保険料の軽減
【被保険者均等割額の軽減】世帯の所得水準に応じ
て保険料の被保険者均等割額（52,607 円）が軽減
されます（右表参照）

【所得割額の軽減】所得割の賦課対象者のうち、所
得割額算定に係る所得金額が 58 万円以下（年金収
入のみの場合は、収入のあった年の 12 月 31 日時
点で 65 歳以上であれば、その収入が 211 万円以下）
の方は、所得割額が一律に５割軽減されます

【被用者保険の被扶養者であった方の保険料軽減】
後期高齢者医療制度に加入する日の前日において会
社の健康保険や共済組合、船員保険の被扶養者であ
った方は、所得割額は課されず、被保険者均等割額
の９割が軽減されます。ただし、国民健康保険・国
民健康保険組合に加入されていた方は対象となりま
せん

【留意事項】軽減対象となる方の判定は、大阪府後
期高齢者医療広域連合が市区町村から提供された所
得情報に基づいて行いますので、被保険者の皆さま
から申請をいただく必要はありません。ただし、所
得情報がない場合は判定ができませんので、市区町
村の後期高齢者医療担当窓口への簡易申告等が必要
です

所得の判定区分 軽減割合

9割 5,260 円

軽減後の被
保険者均等
割額（年額）

8.5 割 7,891 円

5割 26,303 円

2割 42,085 円

▽数値は今後の税法改正等によって変動することがあります
▽軽減に該当するかどうかを判断するときの総所得金額等に
　は、専従者控除、譲渡所得の特別控除に係る部分の税法上
　の規定は適用されません
▽年金収入につき公的年金等控除を受けた 65歳以上の方に
　ついては、当分の間、公的年金等に係る所得金額から 15
　万円を控除し、軽減判定します
▽世帯主が被保険者でない場合でも、その世帯主の所得が軽
　減判定の対象となります

①下欄②に属する被保険者であり、
かつ、当該世帯の被保険者全員の
各所得が 0円であるとき（ただし、
公的年金等控除額は 80万円として
計算する）
②世帯（同一世帯内の被保険者と
世帯主）の総所得金額等が、基礎
控除額（33万円）を超えないとき
③世帯（同一世帯内の被保険者と
世帯主）の総所得金額等が、
【基礎控除額（33万円）＋26 万円
×被保険者の数】を超えないとき
④世帯（同一世帯内の被保険者と
世帯主）の総所得金額等が、
【基礎控除額（33万円）＋47 万円
×被保険者の数】を超えないとき

年間保険料
負担限度額
57万円 

※前年の総所得金額および山林所得金額ならびに他の所得と区分して計算され
　る所得の金額の合計額から、基礎控除額33万円を控除した額
　（雑損失の繰越控除額は控除しません）

＝ ＋
被保険者均等割額
被保険者1人当たり
52,607円

所得割額
賦課のもととなる所得金額※
× 所得割率10.41％

平成 26年度の後期高齢者医療保険料算定方法
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Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

★
問
合
せ　

税
務
課

（
☎
483
・
９
０
３
１
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
暮
ら
し
・
環
境
→
税
金

税
の
無
料
相
談

【
と
き
】
４
月
、６
月
、８
月
、10
月
、

12
月
の
第
３
水
曜
日
、
午
後
１
時
～

４
時

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

平
成
27
年
度
住
民
税
の

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収 

　

前
年
度
に
引
き
続
き
特
別
徴
収

（
天
引
き
）
す
る
方
は
、
昨
年
納
税
通

知
書
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
４

月
・
６
月
・
８
月
分
は
、
仮
特
別
徴

収
と
し
て
、
平
成
27
年
２
月
に
天
引

き
し
た
特
別
徴
収
税
額
と
同
額
が
年

金
よ
り
天
引
き
と
な
る
予
定
で
す
。

固
定
資
産
に
か
か
る

①
縦
覧
制
度
②
閲
覧
制
度

【
期
間
】
①
４
月
１
日
㈬
～
６
月
1

日
㈪
②
４
月
１
日
㈬
以
降
、
い
ず
れ

も
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
土

日
祝
は
除
く
）

【
と
こ
ろ
】
①
②
と
も
税
務
課

【
対
象
】
①
固
定
資
産
税
の
納
税
者

お
よ
び
同
居
親
族
の
方
②
所
有
者
本

人
お
よ
び
同
居
親
族
の
方
や
借
地
・

借
家
人
の
方
（
確
認
書
類
が
必
要
）

【
携
行
品
】
①
②
と
も
認
め
印
、
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
（
市
外
に
在

住
の
方
は
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
暮
ら
し
・
環
境
→
税
金

【
問
合
せ
】
税
務
課

（
☎
483
・
９
０
３
２
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

固
定
資
産
評
価
審
査
申
出
制
度 

　

固
定
資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
に

不
服
が
あ
る
場
合
、
泉
南
市
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
に
対
し
て
審
査

の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

泉
南
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、
住
民
や
学
識
経
験
者
の
中
か
ら

選
任
さ
れ
た
委
員
に
よ
る
公
正
中
立

的
な
機
関
で
す
。 

【
審
査
申
出
期
間
】
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
価
格
等
を
登
録
し
た
旨
の
告

示
を
し
た
日
（
本
年
度
に
つ
い
て
は

４
月
1
日
㈬
）
か
ら
納
税
通
知
書
を

受
け
た
日
後
60
日
以
内

【
対
象
】
泉
南
市
固
定
資
産
税
の
納

税
者 

【
審
査
申
出
事
項
】
泉
南
市
の
固
定

資
産
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た
価

格
（
評
価
額
） 

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
暮
ら
し
・
環
境
→
税
金

【
問
合
せ
】
総
合
事
務
局

（
☎
483
・
８
１
１
１
）

★
問
合
せ　

清
掃
課

（
☎
483
・
５
８
７
５
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
暮
ら
し
・
環
境
→
ご
み

収
集
日
の
変
更

   

４
月
29
日
㈷
は
ご
み
の
収
集
は
あ

り
ま
せ
ん
。
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー

で
「
品
目
・
収
集
日
」
を
確
認
し
、

決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
に
分
別
し
て

か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
す
べ
て
の

ご
み
は
、
収
集
日
の
当
日
午
前
８
時

30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
収

集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
は
広
報
せ
ん
な

ん
3
月
号
で
折
り
込
み
配
布
し
て

い
ま
す
が
、
清
掃
課
、
環
境
整
備
課
、

市
役
所
受
付
ま
た
は
最
寄
り
の
公
民

館
に
も
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
２
種
類
の
収

集
地
域
専
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
版
ご

み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー（
４
月
以
降
分
）

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

古
着
（
衣
類
）
分
別
収
集

　

４
月
は
古
着
の
収
集
を
行
い
ま

す
。
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
で
「
品

目
・
収
集
日
」
を
確
認
し
、
収
集
日

当
日
の
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
、
決

め
ら
れ
た
集
積
場
所
へ
分
別
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
分
別
と
出
し
方
】
再
利
用
を
目
的

と
し
て
分
別
収
集
を
行
い
ま
す
。
洗

濯
し
た
も
の
や
タ
ン
ス
に
し
ま
え
る

状
態
の
も
の
に
限
り
、
透
明
・
半
透

明
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
有
価
物
集
団
回
収
団
体
に
ご
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
引
き

続
き
集
団
回
収
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
注
意
】
衣
類
で
あ
っ
て
も
頭
、
腰
、

手
、
足
に
つ
け
る
も
の
や
、
次
の
も

の
は
再
利
用
に
不
向
き
な
た
め
、
可

燃
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
汚
れ
、
穴
あ
き
、
破
れ
が
ひ
ど
い

も
の
や
ぬ
れ
た
も
の

▼
寝
具
類
（
ふ
と
ん
、
ま
く
ら
、
マ

ッ
ト
な
ど
）

▼
内
装
品
（
カ
ー
テ
ン
、
じ
ゅ
う
た

ん
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
座
布
団
な
ど
）

▼
小
物
類
（
ぬ
い
ぐ
る
み
、
帽
子
、

手
袋
、
ベ
ル
ト
、
か
ば
ん
な
ど
）

ま
た
、
雨
天
の
場
合
は
次
回
晴
天
時

に
出
し
て
く
だ
さ
い

ふ
れ
あ
い
収
集

　

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
単
身
の
高
齢
者
で
日
常
の

ご
み
出
し
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
、

戸
口
で
の
安
否
確
認
お
よ
び
ご
み
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
日
常
生
活

の
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
）
ま
た
、
専
従

車
に
は
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
を
搭
載
し
、
普
通
救
命
講
習

修
了
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
申

請
書
類
は
清
掃
課
に
備
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
暮
ら
し
・
環
境
→
家
庭
ご
み
の
ふ

れ
あ
い
収
集

　

●
税
金

　国民年金保険料を納めるのが困難
な学生に対し、学生納付特例制度が
あります。対象月は平成 27 年 4 月
分（年度の途中で 20 歳になる場合
は、20 歳になった月分）から平成
28 年 3 月分までです。申請は毎年
度必要です。

【携行品】認印（本人申請の場合は
不要）、学生証、年金手帳（平成 27
年 1 月 2 日以降に本市へ転入され
た方は、平成 27 年度〈平成 26 年分〉
の所得証明書）

【問合せ】保険年金課国民年金担当
　　　　　　　　　（☎ 483-7792）

国民年金
平成 27 年度学生納付特例制度

●
生
活
・
環
境

泉南市マスコットキャラクター「
せんなんくまじろう
泉南熊寺郎」“せんくま”
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自
転
車
等
の
駐
輪
に
は
、
駅
前

の
無
料
市
設
自
転
車
置
場
を
利
用

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

左
図
の
自
転
車
等
放
置
禁
止
区

域
内
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
等
は

即
時
撤
去
し
、
市
役
所
内
に
移
送

し
ま
す
。
チ
ェ
ー
ン
錠
な
ど
で
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど

に
つ
な
い
で
あ
る
場
合
は
切
断
の

上
、
撤
去
し
ま
す
。
ま
た
、
区
域

外
で
あ
っ
て
も
通
行
の
妨
げ
と
な

っ
て
い
る
放
置
自
転
車
等
お
よ
び

市
設
自
転
車
置
場
に
お
け
る
長
期

放
置
自
転
車
等
に
つ
い
て
は
、
随

時
撤
去
し
ま
す
。
な
お
、
撤
去
し

た
放
置
自
転
車
等
の
返
還
に
つ
い

て
は
、
撤
去
・
保
管
料
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
撤
去
し
た

日
の
前
日
ま
で
に
警
察
署
の
盗
難

届
が
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

撤
去
・
保
管
料
は
免
除
し
ま
す
。 

【
撤
去
し
た
自
転
車
等
の
返
還
】

市
役
所
開
庁
時
に
環
境
整
備
課
で

【
携
行
品
】
①
印
鑑
②
運
転
免
許

証
、
学
生
証
な
ど
身
分
を
証
明
で

き
る
も
の
③
自
転
車
、
原
動
機
付

自
転
車
の
鍵
④
撤
去
・
保
管
料（
原

動
機
付
自
転
車
／
３
千
円
、
自
転

車
／
２
千
円
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
→
暮
ら
し
・
環
境
→
環
境

【
問
合
せ
】
環
境
整
備
課

（
☎
483
・
９
８
７
１
）

樽
井
第
二

自
転
車
置
場

樽井

樽井駅前ロータリー

樽井第一
自転車置場

新家
●病
院

新
家
川

●

●新家
幼稚園

〶

和
泉
砂
川

銀行●

●

西信達●
小学校

●西信達
公民館

西信達●
保育園

卍

岡田
浦

自転車等放置禁止区域

放置自転車等の
　　撤去・保管料の徴収

　相談あんない　　時間は 24時間表記です　

区分 相談名 とき ところ 問合せ
法律

行政

法律相談
（本人に係る相談）

4/2 ㈭、9㈭ 、 2 3 ㈭  9 時 15 分～ 11 時 55分
申込みは実施日前日に電話で 9 時から先着 8 名受付

市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）

行政相談 毎月第 3 木曜日 14 時～ 16 時 市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）
消費者相談 月～金曜日　13 時～ 16 時 市役所別館２階消費生活センター 産業観光課（☎ 483-8191）
行政書士相談

（相続・遺言・交通事故ほか）
毎月第 2 金曜日（祝祭日は第 3 金曜日）13 時～ 16 時
要予約。定員 6 名

市役所別館２階産業観光課 行政書士会泉州支部事務局
　　　　　　　　（☎ 464-2793）

労働

就労

ハローワーク情報（週１回更新）月～金曜日　執務時間中 市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）
ハローワーク情報（毎日更新） 月～金曜日　執務時間中 地域就労支援センター（☎ 485-1401）
労働相談 今月はありません 市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）
就労支援相談 月～土曜日　9 時～ 17 時　　　（土曜日は要予約）30分

月～土曜日　9 時～ 17 時　　　（土曜日は要予約）30分

月～土曜日　9 時～ 17 時　　　（土曜日は要予約）30分

地域就労支援センター（☎ 485-1401）
農事相談 毎月第 4 金曜日　9 時 30 分～ 12 時（要電話予約） 農業委員会事務局 農業委員会事務局（☎ 483-9975）

子育て

教育

母子相談 月～金曜日　9時～ 17 時 市役所 1 階生活福祉課 生活福祉課（☎ 483-3474）
子ども相談（家庭児童相談） 月～金曜日　10 時～ 16 時（来所の場合は要予約） 市役所 1 階保育子育て支援課隣 家庭児童相談室（☎ 485-1586）
教育相談（カウンセリング） 月～金曜日　10 時～ 16 時 教育相談室 教育相談室（☎ 483-3755）
進路支援（奨学金等相談） 人権協会（☎ 485-1401）

健康福祉

人権

障害者相談員による相談 月～金曜日（要電話予約） 随時相談の上、決定 障害福祉課（☎ 483-8252 ）
高齢者・障害者住宅改造相談 毎月第3月曜日 13 時 30 分～ 16 時 30 分 あいぴあ泉南 せんなんピアセンター（☎ 482-0114）
心配ごと相談 毎週木曜日　9 時～ 12 時 あいぴあ泉南 社会福祉協議会（☎ 482-1027）
総合生活相談 人権協会（☎ 485-1401）

税金 税の相談 4・6・8・10・12 月の第 3 水曜日　13 時～ 16 時 市役所 1 階市民相談室 税務課（☎ 483-9031）
夜間納税相談 毎月 10 日（土日祝日は翌執務日）

17 時 45 分～ 20 時
市役所 1 階税務課
市役所 1 階保険年金課

税務課（☎ 483-9033）
保険年金課（☎ 483-3432）

人権ふれあいセンター

人権ふれあいセンター

人権ふれあいセンター

人権ふれあいセンター

▼新家駅は、4 月 1 日㈬より禁止区域が変更します。
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

ご
存
知
で
す
か
？
環
境
に
や
さ
し
い

農
産
物
「
大
阪
エ
コ
農
産
物
」

   

大
阪
エ
コ
農
産
物
は
、
大
阪
府
が

平
成
14
年
度
か
ら
市
町
村
、
農
協
等

関
係
者
と
協
力
し
て
認
証
し
て
い
る

環
境
に
や
さ
し
い
農
法
で
生
産
し
た

農
産
物
で
、
従
来
の
栽
培
に
比
べ
て

農
薬
と
化
学
肥
料
の
使
用
を
半
分
以

下
に
し
て
生
産
し
た
安
全
で
エ
コ
ロ

ジ
ー
な
農
産
物
で
す
。

　↓
こ
の
マ
ー
ク
が
目
印
で
す
！

　

環
境
に
や
さ
し
く
、
食
の
安
全
安

心
を
確
保
し
て
い
る
大
阪
エ
コ
農
産

物
は
、
お
近
く
の
農
産
物
直
売
所
や

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。店
頭
で
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
栽
培

に
努
力
さ
れ
て
い
る
生
産
者
の
み
な

さ
ん
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
大
阪
府
泉
州
農
と
緑
の

総
合
事
務
所
農
の
普
及
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
439
・
3
6
0
1
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
を
泉
南

市
人
権
協
会
の
P
C
で
検
索

      

泉
南
市
人
権
協
会
で
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
を
検
索
で
き
る

パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
条

件
を
入
力
す
る
だ
け
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
求
人
情
報
を
ど
な
た
で
も
簡
単

に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
求

人
情
報
は
毎
日
更
新
し
て
い
ま
す
の

で
、
常
に
最
新
の
情
報
が
閲
覧
可
能

で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
泉
南
市
人
権
協
会

　
　
　
　
　
　
（
☎
485
・
1
4
0
1
）

行
政
書
士
に
よ
る
交
通
事
故
相
談
会

　  

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
の
交
通
事

故
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
交
通
事

故
に
よ
る
保
険
金
請
求
な
ど
の
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

【
と
き
】
4
月
24
日
㈮
午
後
1
時
～

4
時

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
別
館
2
階
産
業

観
光
課

【
定
員
】
4
名　
　
　
　
　

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
大
阪
府
行
政

書
士
会
・
泉
州
支
部
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
464
・
2
7
9
3
）

泉
南
農
業
塾
・
塾
生
募
集

　【
資
格
】
塾
卒
業
（
臨
時
職
員
雇
用

終
了
）
後
、
経
営
農
家
と
し
て
就
農

意
欲
の
あ
る
方
（
昭
和
47
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
を
優
遇
）。

農
業
未
経
験
者
で
も
歓
迎

【
採
用
予
定
人
員
】
2
名

【
試
験
日
】
4
月
20
日
㈪

【
試
験
内
容
】
面
接

【
日
給
】
6
7
2
0
円

【
採
用
予
定
】
5
月

【
提
出
書
類
】
履
歴
書

【
募
集
要
項
の
配
布
・
申
込
み
・
問

合
せ
】
4
月
1
日
㈬
～
15
日
㈬
午
前

9
時
～
午
後
5
時
30
分
（
土
日
を
除

く
）
の
期
間
に
産
業
観
光
課
へ

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
9
9
7
4
）

★
問
合
せ　

泉
南
警
察
署　

　
　
　
　
　
　
（
☎
471
・
１
２
３
４
）

犯
罪
被
害
給
付
金
制
度

　

殺
人
等
の
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ

り
、
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
被
害
者
の

遺
族
ま
た
は
重
傷
病
、
傷
害
な
ど
の

重
大
な
被
害
を
受
け
た
方
に
対
し
て
、

社
会
の
連
帯
共
助
の
精
神
に
基
づ
き
、

国
が
給
付
金
を
支
給
し
、
そ
の
精
神

的
・
経
済
的
打
撃
の
緩
和
を
図
り
、

再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
問
合
せ
】
大
阪
府
警
察
本
部

　
（
☎
06
・
6
9
4
3
・
1
2
3
4
）

安
全
運
転
講
習
会

　5
月
11
日
㈪
～
20
日
㈬
は
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
期
間
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
安
全

運
転
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
と
き
・
と
こ
ろ
】
左
記
の
と
お
り

【
そ
の
他
】
講
習
カ
ー
ド
を
忘
れ
ず

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い

自
転
車
に
は
必
ず

鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
！

　　

大
切
な
自
転
車

を
盗
ま
れ
な
い
た

め
に
、
次
の
防
犯

対
策
を
積
極
的
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

▽
鍵
は
、
２ツ
ー
ロ
ッ
ク
（
チ
ェ
ー
ン
錠

な
ど
の
補
助
錠
）
し
ま
し
ょ
う

▽
自
宅
敷
地
内
に
と
め
る
場
合
で

も
、
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う

▽
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

■関西国際空港のフライトがますます充実！
　4 月 3 日㈮より、チェジュ航空（7C）が関西＝釜

プ サ ン

山線を週 14
便で新規就航します。チェジュ航空の関西空港での就航便数は計
週 28 便となり、既存便であるソウル便と合わせてのご利用で、
旅行の利便性がますます高まります。

【問合せ】空港案内（☎ 455-2500）
■「チャイナフェア in Sky View」開催！
　中国系エアラインの魅力を紹介するイベント「チャイナフェア in 
Sky View」を 4 月 5 日㈰まで開催しています。期間中、関空展望ホ
ール「Sky View」館内に隠れたラリーポイントを見つけて、スタン
プを集めていただくと、エアライングッズをプレゼント。3 月末から
4 月にかけて、中国の航空会社のエアラインクルーが展望ホールに大
集合し、記念写真の撮影会や中国語講座を開催します。

【問合せ】関空展望ホール「Sky View」（☎ 455-2082）

関西国際空港情報 No.178
http://www.kansai-airport.or.jp/

●
商
工
・
労
働

月　日 実　施　場　所
4/22 ㈬
4/23 ㈭
4/27 ㈪
4/28 ㈫

4/20 ㈪

4/21 ㈫

阪南市

泉南市

岬　町

サラダホール（小ホール）

イオンモールりんくう泉南
2階イオンホール

岬町立町民体育館
岬町住民活動センター
（岬町役場正面玄関向かって右側の旧公害監視センター）

【受付時間】各日とも午後 6時 30 分～
【講習時間】各日とも午後 7時～

●
安
全
・
安
心
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平
成
26
年
火
災
・
救
急
・
救
助
概
況

●
火
災
…
火
災
の
多
く
は
不
注
意
か

ら
発
生
し
ま
す
。
た
ば
こ
の
不
始
末

や
天
ぷ
ら
油
の
過
熱
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
が
も
と
で
火
災
が
発

生
し
ま
す
の
で
、
普
段
か
ら
「
火
を

使
う
と
き
は
、
そ
ば
を
離
れ
な
い
」

「
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
」

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

放
火
に
よ
る
火
災
は
、
全
国
的
に
見

て
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

家
の
周
り
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
な
ど
、
放
火
さ
れ
な
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
件
数
】67
件〔
前
年
よ
り
19
件
減
少
〕

（
泉
佐
野
市
19
件
、
泉
南
市
21
件
、

阪
南
市
7
件
、
熊
取
町
10
件
、
田
尻

町
2
件
、
岬
町
8
件
）

【
種
別
】
建
物
火
災
46
件
、
車
両
火

災
8
件
ほ
か

【
死
傷
者
数
】
死
者
3
名
、
負
傷
者

16
名

【
損
害
額
】
3
億
4
6
9
1
万
円

【
お
も
な
原
因
】
火
入
れ
7
件
、
た

ば
こ
6
件
、
こ
ん
ろ
6
件
等

●
救
急
…
救
急
搬
送
人
員
の
う
ち
、

約
62
％
が
軽
症
者
の
搬
送
で
、
全
国

平
均
の
約
50
％
と
比
べ
て
も
、
は
る

か
に
高
い
割
合
で
す
。「
救
急
車
で

行
け
ば
早
く
診
て
も
ら
え
る
」「
病

院
の
場
所
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の

要
請
は
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と

す
る
場
合
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の

で
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
出
動
件
数
】
1
万
5
5
2
8
件

〔
前
年
よ
り
428
件
増
加
〕（
泉
佐
野
市

5
9
9
1
件
、
泉
南
市
3
1
0
1

件
、
阪
南
市
2
8
3
8
件
、
熊
取

町
2
0
3
7
件
、
田
尻
町
527
件
、

岬
町
1
0
1
7
件
、
他
市
17
件
）

【
事
故
種
別
】
急
病
人
1
万
27
件
、

一
般
負
傷
2
2
0
9
件
ほ
か

【
救
急
搬
送
人
員
】
1
万
4
5
2
7
名

●
救
助

【
出
動
件
数
】
201
件
〔
前
年
よ
り
51

件
増
加
〕（
泉
佐
野
市
83
件
、
泉
南

市
43
件
、
阪
南
市
29
件
、
熊
取
町
27

件
、
田
尻
町
5
件
、
岬
町
9
件
、
他

市
5
件
）

【
事
故
種
別
】
建
物
事
故
62
件
、
交

通
事
故
61
件
、
水
難
事
故
19
件
ほ
か

【
救
助
人
員
】93
名（
建
物
事
故
37
名
、

交
通
事
故
17
名
、
水
難
事
故
10
名
ほ

か
）

【
問
合
せ
】
泉
州
南
広
域
消
防
本
部 

警
備
課
（
☎
462

-

・
1
0
8
0
／

FAX
・

460
・
2
1
1
9
）

★
樽
井
公
民
館
（
☎
483
・
４
３
６
１
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
文
化

今
月
の
ご
案
内
（
5
月
9
日
ま
で
）

【
全
日
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日
、
4

月
29
日
㈷
、
5
月
3
日
㈷
～
7
日
㈭

【
半
日
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分
（
た
だ
し
、
樽
井
公
民
館
以

外
の
公
民
館
は
午
後
４
時
ま
で
、
半

日
休
館
日
は
正
午
ま
で
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
市
民
体
育
館
（
☎
482
・
１
０
０
０
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
ス

ポ
ー
ツ

今
月
の
ご
案
内
（
5
月
9
日
ま
で
）

　

体
育
館
を
ご
利
用
の
際
は
、
上
ぐ

つ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
全
日
休
館
日
】
4
月
14
日
㈫
、
21

日
㈫
、
28
日
㈫

【
半
日
休
館
日
】
4
月
13
日
㈪
、
20

日
㈪
、
27
日
㈪

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
半
日
休
館
日
は
正
午
ま
で
）

▽
長
い
間
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

ま
し
た
が
、
3
月
末
で
市
民
体
育
館

耐
震
工
事
が
終
了
し
、
4
月
よ
り
全

館
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
今
後

共
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
説
明
会

【
と
き
】
４
月
11
日
㈯
午
前
９
時
15

分
受
付
、
９
時
30
分
開
始

【
と
こ
ろ
】
市
民
体
育
館 

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
18
歳
以
上
の
方 

【
定
員
】
20
名
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
携
行
品
】
上
ぐ
つ
、
タ
オ
ル
、
水
筒

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
市
立
図
書
館
（
☎
482
・
７
７
６
６
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
文
化

→
図
書
館

今
月
の
ご
案
内
（
5
月
9
日
ま
で
）

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
、
4
月
29

日
㈷
、
5
月
3
日
㈷
、
4
日
㈷
、
6

日
㉁

【
開
館
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
５

時
15
分

図
書
館
新
刊
紹
介

　

図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
、
約

３
か
月
分
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
詳
細
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
→
資
料
を

さ
が
す
（
新
着
案
内
）
→
新
し
く
入

っ
た
本

●
「
京き

ょ
う
と都

・
大お

お
さ
か阪

・
神こ

う
べ戸

の
喫き

っ
さ
て
ん

茶
店
」

（
川か

わ
ぐ
ち口
葉よ
う
こ子
著　

実
業
之
日
本
社
）

　

そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
個
性
の
あ
る

三
都
の
喫
茶
店
を
紹
介
。　

●
「
こ
ど
も
の
法ほ

う
り
つ律
」（
須す

だ田
諭ゆ
い
ち一

編　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
プ
レ
ス
）　

　

子
ど
も
が
一
人
歩
き
を
す
る
の
に

必
要
な
社
会
の
ル
ー
ル
＝
法
律
を
わ

か
り
や
す
く
紹
介
。

●
「
暮く

ら
し
の
基き
ほ
ん本
お
さ
ら
い
帳
ち
ょ
う」

（
地
球
丸
）　

　

衣
食
住
か
ら
マ
ナ
ー
ま
で
暮
ら
し

の
基
本
を
分
か
り
や
す
く
解
説
。

●
〈
絵
本
〉「
ル
ラ
ル
さ
ん
の
ぼ
う

え
ん
き
ょ
う
」（
い
と
う
ひ
ろ
し
作
、

ポ
プ
ラ
社
）

　

ル
ラ
ル
さ
ん
の
シ
リ
ー
ズ
７
巻

め
。
今
回
は
、
ル
ラ
ル
さ
ん
が
庭
の

仲
間
と
宇
宙
人
を
探
し
に
で
か
け
ま

す
。

自
動
車
図
書
館
か
し
の
き
号

　　

か
し
の
き
号
は
、
左
記
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
月
２
回
ず
つ
巡
回
し
ま
す
。
な

お
、
気
象
条
件
等
に
よ
り
巡
回
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

東
小
学
校
は
曜
日
と
時
間
が
、
浜

老
人
集
会
場
、
西
信
達
公
民
館
は
時

間
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

■
は
土
曜
日
の
巡
回
で
す

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

楠台１号公園

東小学校

あおぞら幼稚園

鳴滝小学校

なるにっこ認定
子ども園

ファミール南大阪

浜老人集会場

青少年センター

一丘団地

八幡山自治会館

関空マーブルコースト
西信達公民館

13:20～
14:10

15:00～
15:45

14:30～
15:00

14:40～
15:20

14:30～
15:00

13:30～
14:15

15:10～
16:10

15:40～
16:30

水

木
木

木
金
金
金

14:00～
14:30

14:00～
14:45

13:50～
14:20

15:00～
16:00

15:00～
15:45

14:35～
15:05
15:20～
16:00

水
水
木
木
金
金
金

2月

5月 4月

1月2月

砂川老人集会場

ルナりんくう

ステーション名
巡回日 巡回日曜日と

時間
曜日と
時間ステーション名

休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休
休 休

休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休

1月

2

1

2
2
3

3
3

16
15

16
16
17
17
17

7

9

7
7
1
1
1

21
20

21
21
15
15
15

4月

9
9
10
10
10

22
22
23
23
24
24
24

27
27
28
28
22
22
22

5月

13
13

8
8

14
14
8
8
8

蔵
書
点
検
の
た
め
休
止

か
し
の
き
号
巡
回
予
定
表

●
安
全
・
安
心
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

第
2
回
図
書
館
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の

発
表
者
募
集

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
、
5
名
が

5
分
ず
つ
オ
ス
ス
メ
本
を
発
表
し
、

会
場
全
員
で
チ
ャ
ン
プ
本
（
1
位
）

を
決
め
る
新
し
い
形
の
本
の
紹
介
ゲ

ー
ム
で
す
。
昨
年
秋
の
図
書
館
ま
つ

り
に
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

【
開
催
日
】
5
月
30
日
㈯
午
後
1
時
～

【
対
象
】
高
校
生
以
上

【
テ
ー
マ
】
私
の
オ
ス
ス
メ
本

【
定
員
】
5
名
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
み
】
4
月
5
日
㈰
か
ら
図
書

館
へ
来
館
か
電
話
で
氏
名
、
電
話
番

号
、
紹
介
本
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル　

　
　
　
　
　
　
（
☎
484
・
２
６
２
７
）

4
月
の
ご
案
内

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
者
講
習
会

（
無
料
）
を
毎
日
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
前
予
約
受
付
中
で
す
。

【
4
月
の
休
館
日
】
毎
週
月
・
火
曜
日
、

【
利
用
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
５

時
30
分
（
受
付
は
午
後
５
時
ま
で
）

【
利
用
料
金
】（
２
時
間
利
用
の
場
合
）

大
人
500
円
、
高
校
生
300
円
、
中
学
生

～
小
学
４
年
生
200
円
、
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
250
円
、
小
学
３
年
生
以
下

無
料
（
た
だ
し
、
水
着
着
用
の
保
護

者
ま
た
は
20
歳
以
上
の
成
人
の
同
伴

が
必
要
で
、
１
名
に
つ
き
小
学
３
年

生
以
下
の
児
童
２
名
ま
で
。
な
お
、

オ
ム
ツ
の
外
れ
て
い
な
い
方
は
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

【
注
意
】
工
事
等
の
都
合
に
よ
り
臨

時
休
館
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

【
詳
細
サ
イ
ト
】http://w

w
w

.
sennanseisou.jp/pool/index.
htm

l

任
期
付
職
員
を
募
集

①
介
護
保
険
認
定
調
査
員

【
受
験
資
格
】
昭
和
27
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
普
通
運
転

免
許
を
有
し
実
際
に
普
通
自
動
車
を

運
転
で
き
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
等
）
の
で
き
る
方

【
業
務
内
容
】
▽
介
護
保
険
認
定
訪

問
調
査
業
務
（
要
介
護
認
定
申
請
に

基
づ
い
て
市
内
の
高
齢
者
の
自
宅
や

入
院
先
を
訪
問
し
、
厚
生
労
働
省
が

定
め
る
要
介
護
認
定
調
査
を
行
い
、

調
査
し
た
内
容
を
「
調
査
票
」
に
記

載
。
調
査
件
数
は
一
人
当
た
り
1
日

3
件
程
度
）
▽
介
護
保
険
業
務
全
般

【
採
用
予
定
人
員
】
1
名
程
度

②
精
神
保
健
福
祉
士
ま
た
は
社
会
福

祉
士

【
受
験
資
格
】
昭
和
29
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
精
神
保
健

福
祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
士
の
資
格

を
有
す
る
方

【
業
務
内
容
】
障
害
福
祉
に
関
す
る

業
務
、
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
相

談
等
精
神
保
健
福
祉
業
務
全
般
な
ど

【
採
用
予
定
人
員
】
2
名
程
度

▼
①
②
共
通

【
採
用
予
定
年
月
】
5
月

【
募
集
要
項
の
配
布
】
4
月
1
日
㈬

か
ら
人
事
課
で
配
布
。
ま
た
、
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
募
集
要
項
、
受
験

申
込
様
式
一
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
各
要
項
を
郵
送
で
請
求
の

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
種
」
お

よ
び
「
募
集
要
項
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
92
円
切
手
を
貼
付
し
た
宛
名
記

載
の
返
信
用
定
形
封
筒（
長
形
３
号
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い

【
試
験
日
】
4
月
18
日
㈯

【
試
験
内
容
】
筆
記
・
面
接

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
4
月
１
日
㈬

～
15
日
㈬
（
土
日
を
除
く
午
前
9
時

か
ら
午
後
5
時
30
分
）
の
期
間
に
人

事
課
へ
（
☎ 

483
・
0
0
0
3
）

臨
時
職
員
を
募
集

①
預
か
り
保
育
担
当（
公
立
幼
稚
園
）

【
資
格
】 

昭
和
30
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
教
員
免
許
ま
た

は
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
（
平
成

27
年
3
月
31
日
取
得
見
込
み
可
）
幼

稚
園
免
許
以
外
の
教
員
免
許
の
方

は
、
市
が
行
う
研
修
を
修
了
す
る
こ

と
が
必
要

【
採
用
予
定
人
員
】
3
名
程
度

【
試
験
日
】
4
月
10
日
㈮
申
込
書
提

出
時
に
時
間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

【
試
験
内
容
】
面
接

【
採
用
予
定
】
4
月

【
時
間
給
】 

1
0
0
0
円

【
勤
務
時
間
】
保
育
終
了
後
～
午
後

4
時
30
分

【
提
出
書
類
】受
験
申
込
書
、履
歴
書
、

免
許
状
の
写
し
ま
た
は
資
格
証
明
書

の
写
し 

②
産
休
代
替
担
当
（
公
立
幼
稚
園
）

【
資
格
】 

昭
和
30
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
幼
稚
園
教
員
免

許
を
有
す
る
方
（
平
成
27
年
3
月
31

日
取
得
見
込
み
可
） 

【
採
用
予
定
人
員
】
1
名
程
度

【
試
験
日
】
4
月
10
日
㈮
午
後
1
時

30
分
～

【
試
験
内
容
】
筆
記
・
面
接
等 

【
採
用
予
定
】
6
月

【
時
間
給
】
1
0
6
4
円

【
提
出
書
類
】 

受
験
申
込
書
、
履
歴

書
、
免
許
状
の
写
し 

▼
①
②
共
通

【
募
集
要
項
の
配
布
・
申
込
み
・
問

合
せ
】 

4
月
8
日
㈬
（
午
前
9
時
～

午
後
5
時
30
分
、
土
日
を
除
く
）
ま

で
に
学
務
課
へ

                   

（
☎
483
・
3
6
7
3
） 

税
務
職
員
を
募
集

【
受
験
資
格
】
(1)
昭
和
60
年
４
月
２
日

～
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

(2)
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成

28
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

【
試
験
日
】
第
１
次
試
験
／
6
月
7

日
㈰
、
第
２
次
試
験
／
7
月
14
日
㈫

～
22
日
㈬

【
申
込
み
】
4
月
1
日
㈬
～
13
日
㈪

ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
専

用
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.jinji-
shiken.go.jp/juken.htm

l

）
で

申
請

【
問
合
せ
】
大
阪
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
係

（
☎
06
・
６
９
４
１
・
５
３
３
１
）

硬
式
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

【
と
き
】
5
月
9
日
～
6
月
27
日
の
毎

週
土
曜
日
、
午
後
7
時
～
8
時
45
分

【
と
こ
ろ
】
り
ん
く
う
南
浜
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
コ
ー
ト
2
面
）

【
対
象
】
市
内
・
市
外
の
高
校
生
以

上
の
方（
初
心
者
・
初
級
者
・
中
級
者
）

【
費
用
】
5
千
円
（
傷
害
保
険
含
む
）

【
申
込
み
】
4
月
25
日
㈯
午
前
9
時

～
11
時
市
民
体
育
館
に
て
受
付

【
問
合
せ
】
三み

き木

　
（
☎
090
・
2
1
9
6
・
4
6
5
8
）

●
募
集
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毎
年
た
く
さ
ん
の
人

で
に
ぎ
わ
う
「
A
B
C

ま
つ
り
」
に
、
今
年
も
泉

南
市
人
権
啓
発
推
進
協

議
会
・
岸
和
田
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
泉
南
市
地

区
委
員
会
・
人
権
協
会
が

参
加
し
ま
す
。

　

人
権
は
、「
わ
た
し
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ

に
生
き
る
権
利
」
と
い
う

こ
と
を
、
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
人
権
啓

発
推
進
協
議
会
の
活
動
を
パ
ネ
ル
展

示
し
ま
す
。
ま
た
人
権
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー（
ま
も
る
く
ん
＆
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
）

が
登
場
し
、子
ど
も
た
ち
を
出
迎
え
、

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
紙
芝
居
、
人

権
協
会
に
よ
る
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
わ

た
が
し
の
販
売
を
行
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

【
と
き
】
4
月
29
日
㈷
午
前
11
時
～

【
と
こ
ろ
】
市
民
体
育
館

【
問
合
せ
】
人
権
推
進
課

毎週木曜日（祝日・第 5 木曜日を除く）
10:00～12:00、13:00～15:00

人権ふれあいセンター

人権ふれあいセンター

一丘団地集会所

専用電話（☎482-0590）

市役所本庁 1 階市民相談室    人権擁護委員による人権相談

女性相談（面接）
事前予約が必要です

女性のための電話相談

特設人権相談

人権に関する相談

 毎月第3金曜日　14:00～16:00
 ①毎月第 1 金曜日　13:00～16:00
 ②毎月第 2 火曜日　18:00～21:00
 ③毎月第 4 金曜日　10:00～13:00

相談名 とき ところ 問合せ

人権推進課

　人権協会
（☎485-1401）

祝日を除く毎週月曜日～土曜日
 （土曜日は要予約）　9:00～17:30
4 月 10 日㈮ 14:00 ～ 16:00  

ABC まつりに参加します！

　２
月
28
日
、
鳴
滝
小
学
校
で

「
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
は
木
の
輪
と
松
ぼ
っ

く
り
の
工
作
で
、
子
ど
も
た
ち

が
小
さ
な
手
を
一
生
懸
命
動
か

し
作
品
に
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
が
と
て
も
か
わ
い
ら
し
か
っ

た
で
す
。

　

模
擬
店
で
は
、
人
権
の
関
係

団
体
な
ど
が
出
店
し
、お
で
ん
、

だ
菓
子
、
わ
た
が
し
等
を
販
売

し
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流

に
も
な
り
ま
し
た
。

　

第
2
部
は
大
衆
劇
団
「
さ
む

ら
い
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
公
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。歌
や
踊
り
、

汗
と
涙
と
笑
顔
の
お
芝
居
を
、

日
本
一
小
さ
な
劇
団
が
私
た
ち

に
忘
れ
か
け
た
大
衆
演
劇
を
分

か
り
や
す
く
、
楽
し
く
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。「
家
族
が
幸
せ

だ
っ
た
ら
、
そ
の
幸
せ
は
泉
南

地
域
、
日
本
へ
広
が
り
幸
せ
に

な
る
。
そ
し
て
世
界
が
い
つ
ま

で
も
平
和
で
あ
り
続
け
ま
す
よ

う
に
︙
。」と︿
家
族
の
愛
と
愛
﹀

︿
人
と
人
と
の
絆
﹀
の
大
切
さ

も
私
た
ち
に
気
づ
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

【
参
加
者
の
声
】

○
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
一

生
懸
命
に
生
き
る
っ
て
カ
ッ
コ

イ
イ
で
す
ね
。
今
回
の
公
演
を

見
て
、
私
も
親
や
兄
弟
を
大
切

に
し
よ
う
と
優
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

○
「
家
族
」
を
原
点
に
︙
の
思

い
が
よ
く
伝
わ
り
ま
し
た
。
今

の
世
の
中
で
忘
れ
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
「
き
ず
な
」
が
大
切

で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
人
権
推
進
課

人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
を
終
え
て

　

～
た
く
さ
ん
の
人
の
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
交
流
が
あ
り
ま
し
た
～
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多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
っ
た

太
平
洋
戦
争
の
終
結
か
ら
、
今
年
は

70
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
戦
争
を

経
験
し
た
方
が
少
な
く
な
り
、
戦
争

の
記
憶
が
風
化
さ
れ
る
な
か
、
未
来

の
泉
南
市
・
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
語
り
継
ぐ
こ
と
は
現

在
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
な
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
本
市
に
お
住
ま
い
の
戦
争
体

験
者
の
方
々
に
当
時
の
様
子
を
お
話

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
内
容
を
Ｄ
Ｖ

Ｄ
に
記
録
し
、
残
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
戦
地
や
抑
留
生
活
で
の
こ
と
、

当
時
の
食
べ
物
や
勤
労
奉
仕
の
こ

と
、
家
族
と
の
つ
な
が
り
な
ど
に
つ

い
て
お
話
し
し
て
く
だ
さ
る
市
民
の

皆
さ
ま
を
募
集
し
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
電
話
か
ハ
ガ

キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
〒

５
９
０
・
０
５
２
１
泉
南
市
樽
井
９
・

16
・
２
人
権
推
進
課
男
女
平
等
参
画

係
へ
。
５
月
29
日
㈮
締
切
。
申
込
み

順
に
、
取
材
日
時
等
に
つ
い
て
ご
連

絡
し
ま
す

シリーズ　人権

Series-Human Rights

人権推進課
TEL:072-480-2855
FAX:072-482-0075
e-mail:jinken@city.sennan.lg.jp

　

人
権
擁
護
委
員
は
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

民
間
の
方
々
で
す
。
こ

の
制
度
は
、
日
ご
ろ
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
る
民
間
の

方
々
が
、
地
域
の
中
で

人
権
思
想
を
広
め
、
人

権
侵
害
が
起
き
な
い
よ

う
に
見
守
り
、
人
権
を
擁
護
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考

え
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問

題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、

法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
人
権

侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
を
し

た
り
、
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
泉
南
市
人
権
擁
護
委
員
】 

▽
赤あ
か
い井
千ち

え

こ
惠
子
（
岡
田
）

▽
中な
か
は
し橋
政ま
さ
み美
（
信
達
市
場
）

▽
平ひ
ら
た田
政ま
さ
よ
し美
（
新
家
） 

▽
田た
な
か中
千ち

か

こ
賀
子
（
信
達
市
場
）

▽
古ふ
る
や谷
美み

え

こ
枝
子
（
男
里
）

▽
真ま
な
べ鍋
正ま
さ
こ子
（
樽
井
）

（　

）
は
住
所
、
敬
称
略

●
憲
法
週
間
特
設
人
権
相
談 

　

市
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。 

【
と
き
】
５
月
７
日
㈭
、
８
日
㈮

午
後
２
時
～
４
時 

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
本
庁
１
階
市

民
相
談
室 

【
そ
の
他
】
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す 

【
問
合
せ
】
人
権
推
進
課

５月からの
ヨガ教室参加者募集

【とき】毎月第 1・第 3 土曜
日午前 10 時～ 11 時 10 分

（ただし 5 月開催は 16 日㈯、
30 日㈯）

【ところ】人権ふれあいセン
ター

【定員】15 名（申込順。定員
になり次第締切 )

【参加費】無料
【申込み】窓口か電話で 4 月
14 日㈫午前 9 時より受付開
始

【問合せ】人権ふれあいセン
タ ー ( ☎ 483-6447 ／ さ わ
やかバス停留所「鳴滝西」よ
り徒歩 7 分）

ひとり暮らし
お悩み相談

　老若男女問わず、誰かに聞
いてもらいたい相談や、誰に
聞いていいのか分からない事
など、ひとりで抱え込まない
で気軽にご相談ください。

【とき】毎週金曜日午前 9 時
～ 12 時（この日時以外でも
受付けします）

【ところ】泉南市人権協会（人
権ふれあいセンター内）

【申込み】不要
【その他】秘密は厳守します
【問合せ】泉南市人権協会
（ ☎ 485-1401 ／ FAX485-
1405 ／ e-mail:hra2002@
globe.ocn.ne.jp）

人権擁護委員をご存じですか？

●
非
核
平
和
の
つ
ど
い

映
画
上
映
「
望
ぼ
う
き
ょ
う
郷
の
鐘か
ね
」
︱
満ま
ん

蒙も
う
か
い
た
く
だ
ん

開
拓
団
の
落ら
く
じ
つ日
︱
8
月
23
日

㈰
午
後
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
に
て

開
催
。
詳
細
は
広
報
せ
ん
な
ん

8
月
号
に
掲
載
予
定

こ
の
平
和
継
承
事
業
「
戦
争
体
験

者
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
」
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
（
ふ
る
さ
と
泉
南
寄
附
応
援

制
度
）
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

戦
後

　年

　語り
継
ご
う
平
和
の
未
来
へ

　
―

戦
争
体
験
に
つ
い
て
お
話
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す―
70

市役所 消防署

北

文
あいぴあ
泉南

スーパー

鳴滝小学校

樽井北
バス停

鳴滝

旧国道 26号

鳴滝西
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 ★保育子育て支援課（☎ 483-3471）

泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て

保育所等の所庭・園庭開放
　保育所や幼稚園に通っていない方、親子で遊びにきません

か。子育て相談もお受けしております。お気軽にご利用くだ

さい。

保育所名 開放日 開放時間

 たるい保育園   
 ☎ 482-0074 5/12 ㈫  10：00 ～ 11：30

 信達こども園　   
 ☎ 483-4642 4・5 月は休み  

 

 浜保育所　　   
 ☎ 484-2660 5/19 ㈫

10：00 ～ 11：30 ニチイキッズ泉南保育園
 ☎ 483-4041 5/26 ㈫

 なるにっこ認定こども園
 ☎ 482-5660 5/12 ㈫

 ココアンジュ新家　
 ☎ 484-0190

4/2 ㈭、4/16 ㈭
5/7 ㈭、5/21 ㈭  13：30 ～ 15：00 ひまわりキッズクラブ（前期）

【とき】5 月 13 日㈬、20 日㈬、

27 日㈬、6 月 3 日㈬、10 日

㈬、17 日㈬、24 日㈬、7 月

8 日㈬午前 10 時～ 11 時

【ところ】信達こども園　

【対象】1 ～ 5 歳児の子ども

とその保護者

【内容】 親子で一緒に体を動

かして遊んだり、製作遊びを

したりします

【参加費】無料

【申込み】4 月 6 日㈪午後 2

時 30 分より随時受付

泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て
★プチひまわり 3rd『信達こども園』（☎ 483-4642）

★ファミリー・サポート・センター（☎ 483-9665）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て

ファミサポ会員募集中 !
　子育ての手助けをしてほし

いと思うことはありません

か。子どもを預かってほしい

会員、子どもを預かれる会員

を募集中。登録料・年会費は

無料です。

【利用会員】3 か月からおお

むね 12 歳までの子どものい

る方

【協力会員】子どもが好きで、

自宅で子どもを預かることが

できる方。子どもの保育施設

などへの送迎ができる方。研

修の受講が必要です。都合に

合わせて活動できます

【両方会員】利用会員と協力

会員を兼ねることができます

【利用料】700 円～（１時間）

【保険】ファミリー・サポート・

センター補償保険に加入、保

険料は泉南市が負担します

【申込み・問合せ】ファミリー・

サポート・センターへ

一時預かり事業
　保護者の傷病、災害、事故、

出産、看護、介護、冠婚葬祭、

育児負担解消等の理由で、家

庭での保育が一時的に困難と

なった満 1歳から就学前の

児童を保育所等で預かるシス

テムです。

【利用時間】平日（月曜日～

金曜日）午前 8時 30分～午

後 4時 30分

【利用施設】▽浜保育所（定

員を超過した場合は、なるに

っこ認定こども園にご相談く

ださい）▽りとる愛らんど

【定員】各施設 1日 6名まで

【 利 用 料 】 満 1 歳 ～ 2 歳

（2,500 円～）、満 3 歳～就

学前（1,000 円～）

【その他】▽保育子育て支援

課で事前登録が必要です。

▽利用は原則として本市在住

の方に限ります

【問合せ】保育子育て支援課

休日保育事業
　日曜日、祝

日に仕事等で

子どもを見る

ことができな

い時、保護者

に代わって児童を預かりま

す。

【対象】本市在住で保育認定

を受けることができる生後 2

か月以上の児童

【利用施設】信達こども園

【申込み・問合せ】直接信達こ

ども園（☎483-4642）または、

保育子育て支援課窓口へ

保育士試験
【とき】8 月 8 日㈯、9 日㈰

【試験内容】筆記試験

【受験料】12,905 円

【詳細サイト】http://www.hoyokyo.or.jp/exam/

【申込み・問合せ】郵送またはインターネットで受験申

請書を入手の上、保育士試験事務センター（☎ 0120-

4194-82）へ。5 月 7 日㈭締切（当日消印有効）
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①おはなしひろば 
ぴよぴよ・てくてく　

【とき】4 月 3 日㈮、5 月 1

日㈮①午前 10 時 20 分から

30 分程度（おはなしぴよぴ

よ）②午前 11 時から 30 分

程度（おはなしてくてく）

【ところ】図書館 1 階じゅう

たんコーナー

【対象】① 0、１歳の赤ちゃ

んと保護者 ② 2、3 歳の子ど

もと保護者 （年齢は目安）

【内容】赤ちゃんといっしょ

に、絵本やわらべうたで遊び

ます。本の紹介や、絵本相談

も行います

【定員】各回 20 組程度（先

着順）

【申込み】不要

②ワクワク！ドキドキ！
かみしばい会へ行こう！！

【 と き 】4 月 4 日 ㈯、18 日

㈯午後 2 時 30 分から 30 分

程度

【ところ】図書館 2 階視聴覚室  

【対象】0 歳からどなたでも

【内容】紙芝居ボランティア

グループ「拍
ひ ょ う し ぎ

子木」のみなさ

んによる紙芝居会

【定員】40 名（先着順）

【申込み】不要

③土曜おはなしひろば
【とき】4 月 11 日㈯午後 2

時 30 分から 30 分程度

【ところ】図書館 2 階視聴覚室

【対象】4 歳以上の子どもと

保護者

【内容】ストーリーテリング(素

語り )、絵本など。15 分前か

ら昔の遊びもやっています

【定員】40 名（先着順）

【申込み】不要

④図書館応援団（ボランティ
ア）絵本グループ「春休み絵
本タイム」

【とき】4 月 4 日㈯午前 10

時 45 分～ 11 時 15 分ごろ

【ところ】図書館 1 階じゅう

たんコーナー

【対象】おもに幼児・小学生

からおとな

【内容】「ねこふんじゃった」、

「おへそのあな」など。最後に、

かんたんな工作をします

【申込み】不要

【その他】ボランティアも募

集中です。興味のある方は、

当日までに図書館にご連絡く

ださい

⑤としょかん春のこどもまつり
【とき】4 月 25 日㈯、5 月 5

日 ㈷ 午 後 2 時 30 分 ～ 3 時

30 分

【ところ】図書館 2 階視聴覚室

【対象】幼児、小学生、おとな

【内容】図書館スタッフによ

る、ペープサート「そらまめ

くんのベッド」や大型絵本、

まめまめクイズ、工作など

【定員】40 名（先着順）、開

場は 15 分前です

【申込み】不要

③～⑤は、「とこしょの読書

通帳」対象おはなし会です。

絵本を楽しんで、スタンプを

集めよう！

⑥ジュニア司書クラブ！会員
募集！！
　絵本の読み聞かせなど図書

館の仕事を年間を通じて体験

できます。

【とき】5 月 9 日㈯①午前の

部午前 9 時～ 12 時②午後の

部午後 1 時 30 分～ 4 時 30

分

【対象】市内在住の小学 4 年

生～中学 3 年生

【内容】説明会と、カウンター

作業、本の修理、おはなし会

の手伝いなど（大型絵本の読

み聞かせもできます ) の体験

【定員】各部 6 名 ( 申込順 )

【その他】説明会のみ、保護

者の方も参加していただけま

す。会員登録は、説明会終了

後に行います

【申込み】来館か電話で氏名、

学年、電話番号、希望の部を

図書館へ。4 月 18 日㈯午前

10 時から受付

⑦子ども読書の日記念講座
「子どもの本の世界」へよう
こそ！
　図書館がおすすめする絵本

や読み物を小学校の低・中・

高学年に分けてご紹介します。

【とき】4 月 23 日㈭午前 10

時～ 12 時

【ところ】図書館 2 階視聴覚室

【対象】子どもたちに本を手

渡す立場にある、保護者の方

や読書のボランティアなど、

おとな

【講師】当館司書

【定員】40 名（申込順）

【共催】泉南市絵本とおはな

しの会

【申込み】来館か電話、E メー

ルで氏名、電話番号を図書館

へ。E メールでお申込みの方

は、2 ～ 3 日中に返信します。

届かない場合は、図書館にお

問合せください。4 月 7 日

㈫午前 10 時から受付

⑧特集展示「国語教科書に
のっている本」
　国語の教科書で取り上げら

れている絵本や読み物は、文

学、自然科学、社会科学など

多岐にわたります。全学年で

約 400 冊を展示、貸し出し

ます。教科書も展示します。

【展示期間】5 月 12 日㈫まで

【ところ】図書館 1 階特集本

コーナー

【その他】図書館 2 階参考資

料室内には教科書センターが

あり、小学校と中学校のすべ

ての出版社の教科書を閲覧す

ることができます

【協力】指導課

⑨図書館の「団体サービス」
をご存じですか？
　学校、幼稚園、保育所等の

先生方へ！図書館では、子ど

もたちの読書活動推進のた

め、学校園、読書ボランティ

アグループ等の団体に、団体

貸し出しや予約・レファレン

ス（本の調査相談）などのサー

ビスを実施しています。図書

館ウェブサイトの「団体サー

ビス」のページをご覧くださ

い。サービスの一覧や、申込

書等もダウンロードできます

第57回こどもの読書週間
「本は　キラキラ　万華鏡」

　4 月 23 日～ 5 月 12 日は、「こどもの読書週間」です！
1959 年にはじまり、半世紀以上の歴史があります。こ
のほかに、4 月は「国際子どもの本の日（4 月 2 日）」、「サ
ン・ジョルディの日（4 月 23 日）」などの記念日も多く、
2001 年 12 月に公布・施行の「子ども読書活動推進法」
により、4 月 23 日が「子ども読書の日」となりました。
この期間は、全国で子どもの本のイベントが行われてい
ます。図書館においてもイベントを
行います。参加費はすべて無料です。
また、こどもの日の 5 月 5 日㈷は臨
時開館します。
【問合せ】図書館
（☎ 482-7766 ／ e-mail:library@city.sennan.lg.jp）
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  予防接種は、体調の良い時に受けましょう。費用は無料で

す。

　母子健康手帳、健康保険証は必ずお持ちください。予診票

は医療機関に置いています。個別接種は事前予約が必要で、

指定医療機関以外での接種はできません。予診票は指定医療

機関に設置しています。

予防接種名 対象年齢

結核（ＢＣＧ）

★受け方については、指定医療機関設置の「予防接種を受けるにあたっての説明書」・ウェブサイトを参照または、
保健センターへお問合せください。

保
健

セ
ン
タ
ー

個
別
接
種

集
団
接
種

指
定
医
療
機
関
で
通
年
実
施

（
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

麻しん・風しん

ジフテリア・百日咳・ポリオ・破傷風

水痘

日本脳炎

Hib感染症 　／　小児の肺炎球菌感染症

ヒトパピローマウイルス感染症

おとなの風しん予防接種費用の
公費一部助成（助成回数1回。助成上限あり）

方法 場所

生後2か月の前日から5歳の前日まで
★初回接種開始月齢に応じて1～4回接種

第1期：1歳の前日から2歳の前日まで
第2期：小学校入学前の1年間

1歳の前日から3歳の前日まで：2回接種
▽すでに水痘にかかったことがある子どもは対象外です
▽任意接種で水痘ワクチンの接種を受けた子どもは、すでに接種した
回数分を受けたものとします

第1期：生後3か月の前日から7歳6か月の前日まで
第2期：11歳の前日から13歳の前日まで（ジフテリア・破傷風）

第1期：3歳の前日から7歳6か月の前日まで
第2期：9歳の前日から13歳の前日まで

小学6年生から高校1年生の女子
風しん抗体検査の結果抗体が十分ないと判断された方で、
接種当日に泉南市に住民票があり①妊娠を希望する女性②①の配偶者
③妊婦の配偶者（★妊娠中または妊娠の可能性のある方は除く。接種後
女性は2か月間避妊が必要）

生後5か月の前日から8か月の前日まで
★1回接種 （実施日：4月16日㈭・5月21日㈭午後1時～1時45分受付、
予約不要）

ヒブ

行事名 対象 とき その他　

4か月児健康診査 ①平成26年11月生
②平成26年12月生

平成25年5月・6月生
平成24年6月・7月生

①4月1日㈬ ②5月20日㈬
受付：午後0時35分～1時30分

今

　
月

　
の

　
健

　
診

今

　
月

　
の

　
教

　
室

　

乳児後期健康診査

2歳6か月児歯科健診

3歳6か月児健康診査

1歳6か月児健康診査

対象者へ個別通知

対象者へ個別通知

4か月児健康診査で受診票を配布していますので、大阪府内の医療機関にお問合せの上、かかり
つけ医でお受けください。1歳を過ぎると自己負担になります。

平成24年9月生

平成25年8月生

平成23年9月生

4月23日㈭ 
受付:午後0時45分～1時20分

4月22日㈬ 
受付:午後0時30分～1時30分

4月8日㈬
受付:午後0時30分～1時10分

歯みがき教室

はじめてのままサロン

【内容】情報交換、赤ちゃんの身体
計測、育児相談、ふれあい遊び
【定員】なし
【申込み】不要

1歳未満の第1子と
その家族

4月17日㈮
受付：午後１時30分～1時45分
実施：午後１時30分～3時

（受付後、身体計測を実施します）

3月26日㈭
受付：午後１時～1時20分
実施：午後１時20分～

【定員】なし
【携行品】母子健康手帳、筆記用具、
歯ブラシ、コップ、お茶
【申込み】不要

妊婦とその家族

離乳食講習会

プレままプレぱぱ教室

【内容】講演と実演
【定員】20名（申込順）
【携行品】母子健康手帳、筆記用具
【申込み】電話か保健センター窓口
へ。4月13日㈪から受付

4か月～1歳未満の
乳児の保護者

（一時保育あり）

4月27日㈪
受付：午後１時30分～1時45分
実施：午後１時45分～3時

2月20日㈮、27日㈮、3月6日㈮
受付：午後１時～1時10分
実施：午後１時10分～3時ごろ

【内容】お産の話、沐浴実習、栄養の
話、手作りおもちゃ、先輩ママとの
交流。3日間１コース
【定員】12組
【申込み】電話か保健センター窓口
へ。2月16日㈪締切

★保健センター（☎ 482-7615 ／ FAX485-1621）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞健康

↑今月から予防接種の表に【おとなの風しん予防接種】が追加されました

泉南市マスコットキャラクター「
せんなんくまじろう
泉南熊寺郎」“せんくま”
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進路を考えよう
～中学生学習相談会 ( 前期 ) ～

【とき】4 月 24 日～ 9 月 25

日の毎週金曜日午後 6 時～

7 時 30 分

【対象】市内の中学生 ( 新 1

～ 3 生 )

【定員】15 名 ( 多数の場合は

抽選 )

【申込み】往復ハガキか E

メールで、中学生学習相談会

参加希望、参加希望曜日、住

所、参加および保護者氏名（ふ

りがな）、電話番号、学校名、

学年を記入の上、青少年セン

ターへ。

4 月 17 日㈮午後 5 時必着

ちからをつけよう
～小学生学習相談会 ( 前期 ) ～

【とき】4 月 25 日～ 9 月 26

日の毎週土曜日午前 10 時～

11 時 30 分

【対象】市内の小学生

【定員】15 名 ( 多数の場合は

抽選 )

【申込み】往復ハガキか E

メールで、小学生学習相談会

参加希望、参加希望曜日、住

所、参加および保護者氏名（ふ

りがな）、電話番号、学校名、

学年を記入の上、青少年セン

ターへ。

4 月 17 日㈮午後 5 時必着

ボランティア募集
①小・中学生のための学習相

談会のボランティア

②野外活動等のボランティア

③クッキング教室・クラフト

講座ボランティアなど

詳細はお問合せください

【対象】高校生・大学生・専

門学校生・社会人の方でセン

ター活動にご協力いただける

方

【申込み・問合せ】窓口か電話、

E メールで青少年センターへ

クッキング連続講座生募集　

【とき】5 月～ 9 月までの毎

月第 3 土曜日の午前 9 時 30

分～ 12 時（全 5 回）

【ところ】人権ふれあいセン

ター

【対象】小学 4 年生～中学 3

年生

【定員】10 名（多数の場合

は抽選）

【参加費】1 回 500 円程度（材

料費）

【申込み】往復ハガキか E メー

ルで、クッキング教室参加希

望、住所、参加者および保護

者氏名（ふりがな）、電話番号、

学校名、学年を明記の上、青

少年センターへ。

4 月 27 日㈪午後 5 時必着

英語で歌おう
【とき】4 月 18 日㈯午後 1

時 30 分～ 3 時　　

【対象】小中学生

【参加費】300 円

【申込み】電話か E メール

で青少年センターへ

軽快な音楽に合わせながら行
うストレッチなど

【とき】4 月 13 日㈪、20 日㈪、

27日㈪午前9時30分～11時

【対象】おとな

【参加費】1 回 300 円

【申込み】当日受付

読み聞かせ講習会
【とき】4 月 18 日㈯午前 10

時～ 12 時

【対象】18 歳以上で子ども

に本などを読み聞かせたい方

【内容】絵本の読み聞かせの基

本・お楽しみ会

【講師】根っこの会

【定員】20 名

【申込み・問合せ】電話か E

メールで青少年センターへ

学校に行きたがらない子を
持つ親の会「フラワーズ」

【 と き 】4 月 23 日 ㈭、5 月

14 日㈭午前 10 時～ 12 時

【対象】おとな

【内容】心理カウンセラーと

ともに子どものことを話しま

しょう

【講師】野
の ざ き

崎淑
ひ で か

香さん

【参加費】１回 500 円

【申込み】当日受付

【問合せ】フラワーズ

（☎ 090-3920-5214）

卓球を楽しもう
【とき】毎週火曜日午後 5 時

～ 7 時

【対象】市内の小・中学生と

その保護者、青少年

【定員】15 名

【その他】上ぐ

つをご持参く

ださい

【申込み・問合せ】電話か E

メールで青少年センターへ

子ども元気広場しんげ
【とき】毎週水曜日①午前 9

時 30 分～ 12 時②午後 1 時

30 分～ 5 時

【ところ】旧新家幼稚園

【対象】①就学前の子どもと

その保護者②小中学生を中心

とする市内の子ども

【内容】安心で安全な居場所

と遊びの提供

★青少年センター（☎ 484-3500）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞青少年

〒 590-0521
樽井八丁目 13 番 18 号／ FAX：482-5425
e-mail：seishonen-center@city.sennan.lg.jp
青少年センターの行事にＥメールでお申込みの方へは、
２，３日中に確認メールをお届けします。届かない場合
は、青少年センターへご連絡ください。
●【ところ】の記載の無いものはすべて青少年センターで行います
●【参加費】の記載の無いものは無料です

　青少年センターは、子どもたちの放課後の安心安全
な「居場所」の拠点です。そのなかでさまざまな学習
活動や体験活動も提供しています。
①講座への参加には、それぞれ所定の方法で事前申込
みが必要です
②「居場所」や「遊び場」としての利用なら、開館期間中、
青少年センター（月～土午前９時～午後５時）子ども
元気広場「しんげ」（毎週水曜日午前９時30分～ 12時、
午後１時30分～５時）であれば事前申込みは不要です
③「小中学生やその保護者のための施設」ということ
にとらわれず、「就学前の子どもと保護者」、「中学卒業
以降の青年」、「その他の市民」のみなさんにも利用し
ていただける施設をめざしていますので気軽にお越し
ください
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　小学校 5 年生から 18 歳までのみ

なさん、「せんなん子ども会議」に

参加しませんか？会議といってもか

たくるしいものではなく、わきあい

あいとした雰囲気です。原則、月 1

回土曜日の午前中に集まります。子

どもの権利について、まちづくりに

ついて、子どもとおとなのいい関係

について、みんなで集まって、一緒

に考えましょう。

                                          

シリーズ：子どもの権利No.27　「せんなん子ども会議」の子ども委員を募集します
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子どもたちの意見を泉南のまちづくりに活かそう！

【申込み】ハガキか FAX、E メールで住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、

学校名、「せんなん子ども会議参加希望」と明記の上〒 590-0592（住所不要）

人権教育課へ。市内公立小中学校に通学している方には、学校を通じて申込

み用紙を配布します

【問合せ】泉南市子どもの権利に関する条例事務局（人権教育課☎ 483-

3672 ／ FAX483-7306 ／ e-mail:jinkenkyouiku@city.sennan.lg.jp）　

みなさんは「せんなん子ども会議」

という言葉を見たり、聞いたりし

たことがありますか？

子ども会議とは「泉南市子どもの

権利に関する条例」の第 5 条で定

められた会議です。

泉南市は、条例にもとづき、泉南市のすべての子ども

たちが、ここで生まれてここで育ってよかったと思え

る、「子どもにやさしいまち」チャイルドフレンドリー

シティーになることをめざしています。その一つの方

法として、「せんなん子ども会議」がつくられました。

泉南市スポーツ推進協議会
親子スポーツ教室

【とき】5 月 9 日～ 7 月 4 日の毎週土曜日（6 月 6 日を除
く全 8 回）午前 9 時 40 分～ 10 時 40 分 

【ところ】市民体育館 
【対象】おおむね 3 歳～小学 2 年生までの子どもと保護者
【内容】ボール運動やかけっこ、マット、鉄棒などのスポ
ーツごっこ、まねっこで体験します

【参加費】親子で 2,500 円（子ども 1 名増えるごとに
1,000 円追加）5 月 9 日㈯に徴収

【申込み】ハガキか申込用紙（生涯学習課で配布）で親子

スポーツ教室希望、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話
番号を明記の上、〒 590-0592（住所不要）生涯学習課「親
子スポーツ教室」係へ。受付期間は 4 月 1 日㈬～ 20 日
㈪ 

【問合せ】親子スポーツ教室事務局
（☎ 090-3489-9070 午前 10 時～午後 9 時）

上記の広告に関するお問い合わせは、合同会社　ＩＭ総合企画へ（☎ 072-242-7997）

泉南市子どもの権利に関する条例とは

　泉南市のすべての子どもたちが、すこやかに成長できるようにという

願いをこめて制定されました。

広告掲載枠です

詳しくは今月号の広報せんなんをご覧ください。
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よちよちルーム・はいはいルーム
【とき】4 月 14 日㈫、28 日

㈫①よちよちルーム午前 9 時

30 分～ 11 時 30 分②はいは

いルーム午後 1 時～ 3 時

【ところ】『ひだまり』

【対象】市内在住で平成 26

年 4 月 2 日以降生まれの子

どもとその保護者①伝い歩き

～歩きはじめた子ども②ねん

ね～はいはいの子ども

【内容】親子の遊び、保護者

交流、手遊び、ふれあい遊び、

絵本など

【その他】▽都合の良い時間

に参加可▽上の子どもを連れ

ての参加はできません（きょ

うだいでの参加はひだまりル

ームへ）▽お茶、着替えは各

自持参

【申込み】不要

赤ちゃん教室
【とき】① 5 月 21 日㈭② 28

日㈭③ 6 月 4 日㈭④ 11 日

㈭⑤ 18 日㈭⑥ 25 日㈭時間

はすべて午前 10 時～ 11 時

30 分

【ところ】①～⑤新家東小学

校⑥ココアンジュ新家

【対象】平成 26 年 5 月 1 日生

まれ～平成 27 年 1 月 31 日

生まれの子どもとその保護者

【内容】手遊び、ふれあい遊び、

講座「ベビーマッサージ・ベ

ビーヨガ」、｢ 最近の子育て

トピックス ｣「離乳食と食生

活」、調理実習「離乳食初期

から完了期まで」、グループ

ワーク「生活の中の子どもの

権利」、保育所等訪問

【定員】15 組程度（多数の

場合は抽選）

【参加費】無料（調理実習費は、

各自負担）

【その他】▽ 9 月 3 日㈭から

泉南中学校区内で、平成 26

年 9 月 1 日～平成 27 年 5

月 31 日生まれを対象に同じ

内容で行います▽一時保育あり

【申込み】電話で『ひだまり』

へ。5 月 1 日㈮締切

出前保育
【 と き 】 ① 4 月 3 日 ㈮ ② 6

日㈪③ 22 日㈬午前 10 時～

11 時 30 分（雨天中止）

【ところ】①②一岡神社③牧野

公園（信達こども園前）

【対象】就学前の子どもとそ

の保護者

【内容】歌、ふれあい遊び、

大型絵本、ペープサート、体

操、手作りコーナー、親子で

の遊びなど（赤ちゃんコー

ナーもあります）

【その他】▽ごみ、紙おむつ

はお持ち帰りください▽動き

やすい服装で参加▽お茶以外

飲食不可▽お茶、着替え、敷

物などは各自持参▽警報発表

時はお問合せください▽①②

は駐車場あり③は駐車場なし

★子育て支援センター『ひだまり』（☎ 484-3371）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て

ひだまりルームに遊びに来てね！
　『ひだまり』のお部屋で遊んだり、保護者同士の交流を
したり、楽しくホッとできる時間を過ごしましょう。親子
の遊びや交流の楽しいプログラムもいろいろ企画していま
す。親子で気軽に遊びに来てください。

【とき】4 月 9 日㈭、10 日㈮、13 日㈪、14 日㈫、16 日㈭、
17 日㈮、20 日㈪、21 日㈫、23 日㈭、24 日㈮、27 日㈪、
28 日㈫、30 日㈭午前 9 時 30 分～午後 3 時

【ところ】『ひだまり』

【対象】市内在住で就学前の子どもとその保護者
【内容】親子の遊び、保護者交流等
【その他】▽都合の良い時間に参加▽お茶、着替え等は各
自で持参▽お茶、お弁当以外の飲食は不可 ( あいぴあ 3 階
保育室 4 が食事のお部屋になります ) ▽お弁当持ち込みの
場合、食事時間は午前 11 時 50 分～ 12 時 30 分▽午後
からの参加は 12 時 30 分以降にお越しください▽開催日
により、ひだまりルーム内で催しがあります。希望者は、
時間・場所を確認の上ご参加ください

【申込み】不要

★ひだまりルームのお楽しみタイム★

スポットタイム3階 ひだまりルーム開催日11：40～11：50

とき 対象 内容
手遊び、ふれあい遊び、絵本などどなたでも

おかえりタイム1階 ひだまりルーム開催日14：45～15：00 手遊び、ふれあい遊び、絵本、体操などどなたでも

どなたでも

どなたでも

こぐまタイム2階 4/21㈫、5/1㈮10：30～11：15 ストップゲーム・リトミック集団遊びなど
H21.4.2～H25.4.1
生まれの子どもと
その保護者

おいでおいで広場
2階

①4/10㈮10：30～11：15
②4/23㈭13：15～14：00

①大きな紙にお絵かきしよう！
②制作「こいのぼりを作ろう」

どなたでも
一時保育なし、保護者
のみの参加も可

おひさま交流会2階 4/16㈭10：30～11：15 保護者交流(少人数のグループに分かれて
おしゃべりします)

4月生まれの子ども
とその保護者

誕生会2階 4/27㈪
①10：30～11：15②13：15～14：00 誕生カード作り、お誕生会の歌など

身体測定1階 毎週月曜日
①11：00～11：20②14：15～14：40

身長・体重の計測
(希望者は、時間内に計測してください)

　子育て支援センターでは、育児相談
のほか、親子での遊びや交流などを通
じていろいろなお手伝いを行います。
　今月から『ひだまり』の教室・イ
ベントが新しくなりました。いずれも無料です。対象
年齢、持ち物等をご確認の上、親子で気軽に遊びに来
てください。
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もうすぐ春！可
かれん
憐に咲く梅の花

　本市で梅といえば、観光名所にもなっている金熊寺梅林。今年
も見ごろを迎えました。この日は、真冬に戻ったような寒さ。時折、
雪が降り風も冷たい一日でした。でも、頂上付近の梅は満開！ち
ょうど見ごろを迎えた梅林には、寒い中、たくさんの見物客が訪
れていました。ほのかに香る梅の花を眺めながら、ぶらぶら歩い
たり、写真を撮ったり、それぞれ梅を楽しんでいました。山頂に
あるお休み処では、飲食を楽しみながら梅見物ができ、また近く
に盆梅庭園もあるので、違った雰囲気で梅を楽しむこともできま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3 月 10 日）

上記の広告に関するお問い合わせは、株式会社　宣成社へ（☎ 06-6222-6888）

●読者プレゼント！

応募締め切り
4 月 27 日㈪必着

　樽井にある「Cafe Bar ハーレー＆たこ焼きラスタ」さま。
店名は、マスターとママの趣味に由来。マスターのハーレーサ
イドカーは泉南警察交通安全パレードでも活躍しています。お
店はカラオケも楽しめるアットホームな空間で、名物はなんと
いってもたこ焼き。外はカリカリ、中はとろ～り、フルーティー
でスパイスの効いた地ソースと好相性です。このほか、ボリュー
ムたっぷりのワンプレートランチ（500 円～）、各種定食、ア
ルコール類もそろい、コース料理（1000 円～、5 名以上）予
約で、2 階お座敷部屋を貸し切りで利用でき、お子さま連れの
昼食会や歓送迎会にも大人気です。
　今回は、創作たこ焼き、サラダ、デザートがついた「魅惑の
たこ焼きフルコース」（1,000 円相当）をハーレー＆ラスタさ
ま（樽井 9-12-12 ／☎ 457-4917 ／営業時間午前 11 時～午
後 3 時、午後 6 時～午前 0 時／定休日：日曜日／駐車場有）よ
り 5 名さまにプレゼント。（表示価格はすべて税別です）

【応募方法】郵便番号、住所、氏名、電話番号、年齢（学年）、性別、
職業を明記し、ハガキかＦＡＸ、Ｅメールで、今月号の感想や
市政へのご意見、プレゼントへのご意見、身近な話題などを必
ずお書き添えください。なお、応募はお１人さま、１賞品につ
き１回のみ有効です

【応募先】〒 590-0592（住所不要）広報せんなん 4 月号プレゼ
ント係へ FAX:483-0325 ／ e-mail:hisyo@city.sennan.lg.jp（タイ
トルに「広報せんなん 4 月号プレゼント係」と必ず明記）

【問合せ】秘書広報課（☎ 483-0002）
　応募の際ご提供いただいた個人情報は、泉南市個人
情報保護条例に基づき、当選者への賞品受け渡しのた
めにプレゼント提供店に提供される以外には利用しま
せん

←魅惑のたこ焼き
　フルコース

5名さ
まに

国道 26号

旧国道 26 号

市役所
消防署

鳴滝
小学校

泉南市役所南
至 和歌山 至 大阪

北

野上医院

スーパー

文

樽井大橋へ
↑

Cafe Bar

ハーレー  ＆ ラスタたこ焼き

広告掲載枠です

詳しくは今月号の広報せんなんをご覧ください。
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まちかどスナップネット版もごらんください。

泉南市ウェブサイト＞

広報広聴・情報公開＞まちかどスナップネット版

http://www.city.sennan.osaka.jp/

泉南市の歴史を勉強！まだまだ、化石は埋まっているかも

　昭和初期、泉南で楽しめる「遊覧（観光）」のひとつに化石採集
が盛んに紹介されていました。化石が発見される地層は、白亜紀の
終わりごろに、浅い海だったところで、アンモナイトや貝の化石が
見つかっています。そんな身近な化石のことを勉強しようと、「化
石の教室」が埋蔵文化財センターで開催されました。スライドで
じっくり勉強した後は、化石のレプリカづくりを体験。シリコンの
型に石

せっこう
膏を流し、いろんなレプリカを作りました。本物の化石をさ

わることもできて、参加者は「もっと知りたい」など興味津々の様
子でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2 月 28 日）

家族の絆
きずな
、人と人のつながりを大切に！人権フォーラム2015　

　鳴滝小学校で開催された人権フォーラム 2015。生花、識字な
どの作品展や木の輪とまつぼっくりの工作、おでんやフランクフ
ルト、わたがしなどの模擬店があり、多くの来場者でにぎわいま
した。午後は、ファミリー劇団「さむらい」さんによる公演。開
場前から入り口に行列ができ、会場は観客でいっぱいになりまし
た。歌謡や舞踊ショー、お芝居、座長によるトークショーを交え、
観客に笑いと感動をたくさん与えてくれました。最後は拍手で盛
り上がり、「来て良かった」、「楽しかった」という喜びの声でいっ
ぱいでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2月28日）

　　

泉州を走りきる！第22回泉州国際市民マラソン

　毎年 2 月に開催される泉州国際市民マラソン。今年は過去最
多の 5255 名が参加しました。堺市の浜寺公園をスタートし、
泉南市で折り返し泉佐野市のりんくう公園まで 42.195 ㎞を
走ります。泉南マリンブリッジの坂を登りきった 35 ㎞地点、
第１走者の後に続き選手たちが続々と走ってきました。懸命に
走る選手たちに沿道から拍手や旗を振りながら「頑張って！」
の声援が飛び交いました。また、りんくう公園内ではステージ
のイベントや親子ランニング、泉州 9 市４町の物産展示販売な
どが開催され、多くの来場者でにぎわいました。（2 月 15 日）
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情報ボックス

Information BOX 

泉南市 ABC 委員会「第九コンサート」
企画・運営実行委員を募集します
　本年度から実行委員会を組織し、第
九コンサートの企画・運営を行う実行
委員を募集します。

【対象】市内在住・在勤・在学の方
【定員】10名 (多数の場合は4月 20日
㈪に抽選、当選者には決定通知を送付 )

【申込み・問合せ】電話かハガキ、FAX、
Eメールで住所、氏名、電話番号を〒
590-0592( 住所不要 ) 泉南市 ABC委員
会事務局政策推進課（☎ 483-0004 ／
FAX483-0325 ／ e-mail:seisaku@city.
sennan.lg.jp）へ。4月 17日㈮締切

「男性専科：料理の基本のキ」講座
　病気予防の栄養の話から、食材の切り
方・調理実習まで、料理の基本から学ぶ
講座です。包丁を持ったこともないし、
いまさら聞くのもねぇ…という方に、ぴ
ったりな超初心者対象の料理講座です。

【とき】5 月 20 日、6月 3日、24 日、
7月 1日、15 日、29 日（全 6回） い
ずれも水曜日午前 10 時～午後１時

【ところ】樽井公民館
【対象】料理初心者の男性
【定員】10 名程度（多数の場合は抽選）
【講師】三

みさわ り つ こ

澤律子さん（管理栄養士）
【教材費】1 回 700 円
【一時保育】１歳以上の子ども６名
【その他】定員に満たない場合は途中
からでも参加できます

【申込み・問合せ】樽井公民館窓口か
ハガキ、FAX、Eメールで、住所、氏
名（ふりがな）、年齢、電話番号（一
時保育希望の方は子どもの氏名 [ ふり
がな ]、性別、生年月日）を、 〒 590-
0521 泉南市樽井 6-11-16 樽井公民
館「基本のキ」係（☎ 483-4361 ／
FAX483-4380 ／ e-mail:tarui-k@city.
sennan.lg.jp）へ。4月 26 日㈰必着。
当落は 4月 30 日㈭から電話か申込み
の方法で通知します。当選者は、5月
14 日㈭までに樽井公民館で教材費（６
回分 4,200 円）をお支払いください
（お支払いがない場合は、キャンセル
とします）。 E メールで申込みの場合、
3～ 4日以内に返信がなければ、電話
でお問合せください

熊野街道信達宿の藤まつり

【とき】4 月 23 日㈭～ 29 日㈷午前 10 時～午後 8

時ごろ（花摘みは 30日㈭予定）

【ところ】信達牧野 (熊野街道 )

【その他】まつり期間中イベント予定しています

【問合せ】藤保存会（☎ 090-4281-8741 ／ 5月まで）

産業観光課（☎ 483-8191）

泉南市ABC委員会主催！
第 17 回 ABC まつり

【とき】4月 29日㈷午前 11時～午後 3時（雨天決行）

【ところ】市民体育館

【内容】▽ABC委員会各団体の活動の展示や発表▽

アナゴやタコの天ぷらなどの販売▽和太鼓、よさこい、紙芝居、吹奏楽、

阿波踊り、居合道の演武▽パトカー、白バイの展示▽その他、楽しいイ

ベントを予定

【その他】▽当日、献血にご協力ください。▽駐車場は、体育館駐車場・

総合福祉センター駐車場・市職員駐車場・市役所駐車場をご利用ください

（混雑が予想されますので、できるだけ乗り合わせ、または公共交通機関

をご利用ください）

【問合せ】泉南市ABC委員会事務局政策推進課（☎ 483-0004）

時代行列「熊野・紀州街道泉南にぎわいまつり」

【とき】4 月 29日㈷午前 10時～ 12時ごろ（雨天中止）

【コース】角
つのや

谷旧本陣～信達牧野交差点～市役所～市民体育館（予定）

【内容】弥生時代から江戸時代まで色とりどりの衣裳を身にまとい、100

名規模の時代行列が熊野街道を練り歩きます。古式ゆかしい紫色の藤まつ

り会場から、元気いっぱいABCまつり会場まで、各時代の旅人に扮
ふん

した

市民による大行列です

【問合せ】泉南市観光協会観光案内所（☎ 493-8948）

せんなんわくわく広場 4月のイベント

【とき・内容】▽ 4月 4日㈯恒例朝市フラワーポットプレゼント（午前

10時から先着 100名）▽ 5日㈰朝掘り地元たけのこ販売会（午前 10時

から）▽ 12日㈰たけのこ祭り !朝掘りたけのこの販売およびたけのこ惣

菜の試食販売会▽ 18日㈯エコ・フリーマーケット（午前 9時 30分～午

後 2時）▽ 23日㈭フリーマーケット（午前 9時 30分～午後 2時 30分

／おかあさんチョット主催）

【その他】毎週月曜はお米の日（1割引き）実施中

【問合せ】せんなんわくわく広場（☎ 482-0277）

泉
せんなんくまじろう

南熊寺郎誕生フェア「泉南熊寺郎初陣式」

　いよいよ本格活動を開始する泉南市マスコットキャラク

ター「泉南熊寺郎」。ふれあいや記念撮影をお楽しみください。

【とき】4 月 11日㈯午後 1時～

【ところ】イオンモールりんくう泉南 1階セントラルコート

【問合せ】産業観光課 (☎ 483-8191)

アナゴやタコの天ぷらなどの販売▽和太鼓、よさこい、紙芝居、吹奏楽、

泉南市マスコットキャラクター
「泉南熊寺郎」“せんくま”
せんなんくまじろう
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国登録有形文化財山田家住宅一般公開 
【とき】4 月 26 日㈰午前 10 時～午
後 4時  

【ところ】山田家住宅 
【内容】主屋（日根対山の襖

ふすまえ

絵、よろ
いかぶと、和時計、やり、火縄銃ほか）、
米蔵（民俗資料館）、台所棟（かまど）
ほか

【入場料・申込み】不要（ただし、パ
ンフレット代として任意で 100 円の
協力金をお願いしています）  

【その他】タケダ電設隣の空地に駐車可
【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2583）

泉南・市民まちづくりサロン
　昨年度に引き続き本年度も開催しま
す。自分たちのまちづくりについて、
課題を共有し、お互い自由に意見や情
報を交換し合い、課題を共有し合うこ
とができる市民交流の場です。

【とき】（第 1 回）4 月 22 日㈬午後 1
時 30 分～ 3 時 30 分

【ところ】樽井老人集会場 2階会議室
【参加費】無料
【共催】泉南市 ABC 委員会
【問合せ】政策推進課（☎ 483-0004）

泉南市 ABC 委員会ガーデニング講習
会～春の草花による寄せ植え～

【とき】5 月 23 日㈯午後 1時 30 分か
ら（雨天実施）

【ところ】市民体育館
【対象】市内在住、在勤の方
【定員】50 名（多数の場合は抽選）
【参加費】1,000 円（当日徴収）
【その他】▽当日、返信ハガキを持参
ください（参加証となります）▽同伴
参加は自由ですが、材料を用いての講
習を受講できる方は参加証をお持ちの

方のみ▽一時保育はありません▽欠席
の場合、材料の持ち帰りはできません

【申込み・問合せ】往復ハガキでガー
デニング講習会受講希望、住所、氏名、
電話番号を明記の上、〒 590-0592（住
所不要）住宅公園課（☎ 483-9972）へ。
4月 30 日㈭必着

リレーウォーク．３「合戦の跡を訪ねて」
　林昌寺から紀州街道を進み樫井合戦古
戦場跡碑までの紀州浅野軍の進攻ルート
を歩きます。

【とき】5 月 24 日㈰午前 9時 30 分～
午後 3時ごろ（雨天決行、荒天中止）

【コース】JR 和泉砂川駅（集合）～林
りん

昌
しょうじ

寺～信
しんだち

達一
い ち の せ お う じ あ と

之瀬王子跡～往
おうじょういん

生院～
角
つの

谷
や

旧
きゅうほんじん

本陣～真
しんにょじ

如寺～長
ちょうけいじ

慶寺～埋蔵
文化財センター・海

か い え じ

会寺跡～樫
かしいかっせん

井合戦
古
こせんじょう

戦場跡
あとひ

碑～旧庄屋屋敷・山田家住宅
（解散）
【定員】100名（先着順）
【参加費】300円（傷害保険、資料代等 )
【持ち物】弁当、水筒
【その他】歩きやすい服装、 履き慣れ
た靴で参加

【申込み】4月 27日㈪～5月17日㈰の
期間に往復ハガキで住所、参加者全員の
氏名、年齢、電話番号、返信宛名明記の上、
〒590-0592（住所不要）産業観光課「南
泉州リレーウォーク．３」係へ

【問合せ】産業観光課（☎483-8191）

泉南市少年少女合唱団
スプリングコンサート
　ミュージカル「アニー」他、かわい
い歌声でお届けします。

【とき】4月 29日㈷午後1時30分開場、
午後2時開演

【ところ】文化ホール
【入場料・申込み】不要
【問合せ】生涯学習課（☎483-2582）

泉南市少年少女合唱団団員募集
　歌やミュージカルが好きな方、ぜひ
ご参加ください。

【練習日】毎週土曜日午後 2時～ 4時
30分

【ところ】信達公民館
【対象・定員】小学 1年～中学 3年生

までの30名（申込順）
【費用】入団費4,000円（年会費・制服
貸与代等）、月会費2,500円（活動等）

【その他】▽男子団員も歓迎▽練習の
見学・体験可能（練習日は変更する場
合がありますので事前に生涯学習課ま
でお問合せください）

【申込み】練習時に信達公民館にて
【問合せ】生涯学習課（☎483-2582）

茶会・花展・書画展のご案内
【とき】4 月 25 日㈯、26 日㈰午前 10
時～午後 4時（藤まつり同時開催）

【ところ】牧野老人集会場
【主催】泉南市茶華道連盟・娯

ごしんかい

心会
【後援】泉南市文化協会
【問合せ】鈴

すずき

木（☎ 483-6576）

大阪南部富貴蘭会春の展示会
　珍奇品を含む約300点展示します。

【とき】４月12日㈰午前9時～午後４時
【ところ】文化ホール展示室
【入場料】無料
【問合せ】文化ホール（☎482-7767）

家庭教育講演「賢い子に育てるコツ教
えます！～㊙テクニック連発～」
　酒

さかいゆうすけ

井勇介さん（家庭教育プロデュー
サー）による講演です。

【とき】５月 14 日㈭午前 10 時開場、
10時 30分開演（約2時間）

【ところ】文化ホール
【入場料】無料（聴講券が必要です）
【申込み】ハガキで住所、氏名、年齢、
電話番号、参加人数を明記の上〒590-
0591泉南郵便局私書箱22号「家庭教育
講演」まで。後日聴講券を送付します

【問合せ】読売センター和泉砂川担当
河
かわなか

中（☎483-2446平日午前9時～12時）

春の山野草展示会
【とき】4月 18日㈯午前 10時～午後 4
時 30 分、19 日㈰午前 9時 30 分～午
後 4時

【ところ】信達公民館
【内容】春の山野草、寄植えなど約200点
【入場料】無料
【問合せ】泉南山野草会甲

か い

斐
（☎ 476-2113）

イベントなどの情報ページ

情報情報



今月の表紙
針でチクチク！
かわいいはりねずみのマスコット
　樽井公民館で開催された「親子でチ
クチク…かわいいマスコットを作ろ
う！」。毛糸と羊毛を使い、丸めた羊
毛を針でチクチクさして形を整えます。
調子よくさしていると誤って指をさし
てしまう子どももいましたが、傷テー
プを貼って、またチクチク。形ができ
たら、目・鼻・口を貼ります。位置に
よって顔の表情が変わるので、かわい
い顔ができるよう、子どもたちは慎重
に貼り付けていました。ワイヤーで作
った花を飾り、ラッピングをして完成。
かわいいマスコットができてみんな大
満足の様子でした。　　　（2月 28日）

市長の動き

▽

シリーズ：「ふるさと歴史紀行」
『カルタにして伝えたい泉南市の魅力』

カルタにして
　　　　つたえたい
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　泉南市の人口・面積
人口 63,889 人（＋ 15 人）
男性 30,892 人（＋ 15 人）
女性 32,997 人（±　0 人）

世帯数 25,577 世帯（＋26世帯）
面積 48.98 ㎢

2 月末現在。（　）内は前月比

熊野・紀州街道
　紀州徳川家一行が泊まった本陣
跡や、当時の屋並みが今も残る信
達地区の「街道」。中世は「熊野
街道」、近世は「紀州街道」として、
古くから親しまれてきた道です。
　「熊野街道」として親しまれた
中世は巡礼の道でした。京都と熊
野とを結ぶ道として、公家をはじ
め多くの方々が、現世の幸福、来
世の往生を願い熊野三山へ向かい
ました。

　「紀州街道」として多くの人で賑
にぎ

わった近世は、大名行列の通る道
でもありました。紀州徳川家の参
勤交代のルートとして、宿場町と
して以前にもましてにぎわいを見
せていたようです。現在みられる
伝統的家屋（妻入りの主屋に、角
屋がとりつく）は、この当時のも
の。当時の雰囲気を今に伝えます。

広報紙が届かない方は…

　広報紙が届かない場合、またはご
近所等でそのようなご家庭をご存じ
の方は秘書広報課までご連絡くださ
い。（☎483-0002）

　人権フォー
ラムに出席し
ました。
（2月28日）

参加者募集！！絵札づくりを一緒に考えてくれる方
【とき】1回目4月21日㈫、2回目4月28日㈫いずれも午前10時～12時
【ところ・問合せ】埋蔵文化財センター
（☎483-6789、休館日は第1・3土曜日、日曜日、祝日）

ハスの植え替えを行います
【定員】10名程度（申込順）
【とき】4月15日㈬、16日㈭午前10時～
【申込み・問合せ】FAXかEメールで埋蔵文化財センター
（FAX483-7089／e-mail:maibun@city.sennan.lg.jp）へ

住民・学校・教育委員会で取り組む、泉南市の郷土カルタづくりを実施しています。
興味のある方、参加してみたい方、ご意見などあれば、埋蔵文化財センターへ

　ボランティ
アフェスティ
バルに参加し
ました。
（3月7日）


